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平
成
二
六
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月
十

四
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
各
界
の
ご
来
賓
の
方
々
並
び
に

会
員
を
合
わ
せ
て
三
〇
〇
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。

第
一
部
は
、
西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
続
い
て
、
ご
来
賓
を
代
表
し

て
、
安
藤
久
佳
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産

業
局
長
、
坂
本
正
喜
財
務
省
関
東
財
務
局

長
、
代
田
雅
彦
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

長
、
関
根
郁
夫
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育

長
、
小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長
の
五
氏
か

ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

次
に
ご
来
賓
紹
介
、
定
足
数
確
認
後
、

西
村
会
長
が
議
長
と
な
り
、
審
議
が
進
め

ら
れ
、
平
成
二
六
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
、
定
款
変
更
、
理
事
・
副
会
長
の
選

任
な
ど
、
以
下
の
議
案
す
べ
て
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
平
成
二
五
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
五
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
二
六
年
度
事
業
計
画

四
�
平
成
二
六
年
度
収
支
予
算

五
�
定
款
の
変
更

六
�
理
事
・
副
会
長
の
選
任

続
い
て
、
西
村
会
長
か
ら
以
下
の
一
〇

名
の
新
規
会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

方
々
に
対
し
、
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
。

・
池
田
一
義
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
代

表
取
締
役
社
長
）

・
加
藤
喜
久
雄
氏
（
㈱
武
蔵
野
銀
行
取
締

役
頭
取
）

・
藤
原
健
氏
（
日
本
信
号
㈱
取
締
役
常
務

執
行
役
員
）

・
斉
之
平
伸
一
氏
（
三
州
製
菓
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）

・
山
口
宏
樹
氏
（
埼
玉
大
学
学
長
）

・
吉
野
寛
治
氏
（
吉
野
電
化
工
業
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）

・
牧

毅
氏
（
東
京
ガ
ス
㈱
広
域
圏
営
業

本
部
広
域
圏
企
画
部
部
長
）

・
川
本
武
彦
氏
（
㈱
サ
イ
サ
ン
代
表
取
締

役
）

・
大
野
元
裕
氏
（
㈱
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

取
締
役
）

・
矢
部
和
幸
氏
（
丸
和
セ
レ
ク
ト
ホ
ー
ム

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

な
お
、
当
日
欠
席
さ
れ
た
栗
林
茂
氏（
㈱

光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
）
に

も
新
規
会
員
の
ご
紹

介
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
後
日
、
感
謝
状
、

記
念
品
を
ご
送
付
い

た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
事
務
局
報

告
が
行
わ
れ
第
一
部

を
終
了
し
た
。

第
二
部
の
講
演
会

で
は
、
日
本
を
代
表

す
る
経
営
学
者
で
あ

る
神
戸
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科
教
授

三
品
和
広
氏
よ
り

「
リ
・
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
〜
日
本
企
業
の
革
新
の
方
向
性
を
示

す
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演

の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◇
講
演
の
概
要

・
日
本
企
業
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
世
界
で
そ

の
地
位
を
高
め
て
き
た
。
し
か
し
今
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
追
及
し
て
き
た
は

ず
の
日
本
の
有
名
企
業
が
次
々
と
経
営

不
振
に
陥
っ
て
い
る
。

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

上
の
成
長
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
成
果

と
し
て
の
新
機
能
、
新
技
術
が
購
買
意

欲
を
刺
激
し
、
大
い
に
効
力
を
発
揮
す

る
。
し
か
し
成
熟
期
や
衰
退
期
に
入
る

と
、
市
場
の
関
心
は
価
格
に
移
り
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
効
力
は
格
段
に
落
ち

る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求
す
る
日

本
企
業
は
こ
の
こ
と
に
気
付
か
ず
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
多
大
な
資
源
を
投
入

し
、
失
敗
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

・
で
は
、
日
本
企
業
は
ど
う
す
べ
き
か
。

そ
の
答
え
が�
リ
・
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
�
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新
任
理
事
・
副
会
長
に
池
田
一
義
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
代
表

取
締
役
社
長
）、
満
岡
隆
一
氏
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
専
務
取
締
役
）、
山

内
真
輝
氏
（
東
京
ガ
ス
㈱
埼
玉
支
社
長
）
の
三
氏
を
選
任
、
二
六

年
度
事
業
計
画
、
定
款
変
更
等
全
議
案
を
承
認

―
平
成
二
六
年
度
定
時
総
会

特
別
講
演
〜
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授

三
品
和
広
氏
が

「
リ
・
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
〜
日
本
企
業
の
革
新
の
方
向
性
を
示
す
」と
題
し
て
講
演

６・７

議
事
を
進
行
す
る

西
村
会
長

講
演
す
る
三
品
和
広
氏

平
成
２６
年
度
定
時
総
会

監
査
報
告
を
す
る

中
込
秀
明
監
事

講
演
謝
辞
を
述
べ
る

藤
池
誠
治
副
会
長

― １ ―
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新新
任任
副副
会会
長長
のの
ごご
紹紹
介介

で
あ
る
。
リ
・
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
は
、

過
去
の
価
値
基
準
か
ら
脱
却
し
、
先
駆

的
か
つ
実
践
的
な
創
作
に
挑
戦
し
、
新

た
な
価
値
基
準
を
打
ち
立
て
る
こ
と
で

あ
る
。

・
そ
し
て
リ
・
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
鍵
を

握
る
の
は
、
個
人
の
挑
戦
す
る
姿
勢
で

あ
り
、
企
業
家
精
神
の
発
揮
で
あ
る
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
第
三
部
の
懇

親
会
に
移
っ
た
。

懇
親
会
は
椎
名
幹
芳
副
会
長
の
開
宴
挨

拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
よ
り
ご

挨
拶
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
山
口
宏
樹
埼
玉

大
学
学
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
の
宴
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、
会
員
同
士
の

懇
親
が
大
い
に
図
ら
れ
、
池
田
一
義
副
会

長
の
閉
宴
の
挨
拶
で
懇
親
会
は
終
了
し
た
。

□
池
田
一
義
（
い
け
だ
か
ず
よ
し
）
氏

一
九
五
七
年
生
ま
れ

【
学
歴
】

一
九
八
一
年
三
月

明
治
大
学
商
学
部
卒
業

【
職
歴
】

一
九
八
一
年
三
月

埼
玉
銀
行
入
行

一
九
九
六
年
十
一
月

あ
さ
ひ
銀
行
三
鷹

支
店
長

一
九
九
八
年
十
一
月

同
企
画
部
副
部
長

二
〇
〇
一
年
四
月

同
秘
書
室
秘
書
役

二
〇
〇
二
年
四
月

同
秘
書
室
長

二
〇
〇
三
年
六
月

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
事

務
局
部
長
兼
り
そ
な
銀
行
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
事
務
局
部
長

二
〇
〇
四
年
四
月

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
執
行
役
企
画
部
Ｉ
Ｒ
室
担
当
兼

広
報
部
担
当
兼
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
事
務
局
担
当
（
り
そ
な
銀
行
兼

務
）

二
〇
〇
四
年
六
月

近
畿
大
阪
銀
行
取
締

役
二
〇
〇
六
年
六
月

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
執
行
役
グ
ル
ー
プ
戦
略
部
（
新

規
事
業
）担
当
兼
シ
ス
テ
ム
部
担
当（
り

そ
な
銀
行
兼
務
）

二
〇
〇
七
年
六
月

同
執
行
役
グ
ル
ー
プ

戦
略
部
長
兼
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
部
担
当

二
〇
〇
九
年
六
月

り
そ
な
銀
行
常
務
執

行
役
員
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
革
部
担
当

兼
購
買
戦
略
部
担
当
兼
Ｉ
Ｔ
企
画
部
担

当
二
〇
〇
九
年
六
月

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
執
行
役
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
革

部
担
当
兼
購
買
戦
略
部
担
当
兼
Ｉ
Ｔ
企

画
部
担
当

二
〇
一
〇
年
六
月

埼
玉
り
そ
な
銀
行
取

締
役

二
〇
一
一
年
六
月

り
そ
な
銀
行
取
締
役

兼
専
務
執
行
役
員
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改

革
部
担
当
兼
シ
ス
テ
ム
部
担
当

二
〇
一
三
年
四
月

埼
玉
り
そ
な
銀
行
代

表
取
締
役
副
社
長
兼
執
行
役
員
営
業
サ

ポ
ー
ト
本
部
長
兼
資
金
証
券
部
担
当

二
〇
一
四
年
四
月

同
代
表
取
締
役
社
長

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
執
行
役

グ
ル
ー
プ
戦
略
部
（
埼
玉
り
そ
な
銀
行

経
営
管
理
）
担
当

□
満
岡
隆
一（
み
つ
お
か
り
ゅ
う
い
ち
）氏

一
九
五
八
年
生
ま
れ

【
学
歴
】

一
九
八
二
年
三
月

九
州
工
業
大
学
工
学
部
卒
業

【
職
歴
】

一
九
八
二
年
四
月

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
�

（
現
・
ボ
ッ
シ
ュ
�
）
入
社

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

Ｆ
１
生
産
企
画
部

門
試
作
部
長

二
〇
〇
二
年
七
月

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン

（
Ｊ
Ｐ
）
事
業
部
製
造
部
門
Ｇ
Ｍ
兼
東

松
山
第
一
工
場
長

二
〇
〇
三
年
二
月

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン

（
Ｊ
Ｐ
）
事
業
部
製
造
部
門
Ｓ
Ｇ
Ｍ
兼

東
松
山
第
一
工
場
長

二
〇
〇
五
年
三
月

執
行
役
員
パ
ワ
ー
ト

レ
イ
ン
（
Ｊ
Ｐ
）
事
業
部
製
造
部
門
長

二
〇
〇
五
年
七
月

執
行
役
員
デ
ィ
ー
ゼ

ル
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｄ
）
事
業
部
製
造
部

門
長

二
〇
〇
七
年
一
月

常
務
執
行
役
員
デ
ィ

ー
ゼ
ル
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｄ
）
事
業
部
製

造
部
門
長

二
〇
〇
八
年
七
月

常
務
執
行
役
員
シ
ャ

シ
ー
シ
ス
テ
ム
ブ
レ
ー
キ
（
Ｊ
Ｂ
）
事

業
部
長

二
〇
〇
九
年
四
月

常
務
取
締
役
シ
ャ
シ

ー
シ
ス
テ
ム
ブ
レ
ー
キ
（
Ｊ
Ｂ
）
事
業

部
長

二
〇
一
一
年
六
月

常
務
取
締
役
デ
ィ
ー

ゼ
ル
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｓ
）
事
業
部
長
付

二
〇
一
一
年
七
月

専
務
取
締
役
デ
ィ
ー

ゼ
ル
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｓ
）
事
業
部
長

二
〇
一
三
年
八
月

専
務
取
締
役
製
造
総

括
□
山
内
真
輝
（
や
ま
の
う
ち
ま
さ
き
）
氏

一
九
六
一
年
生
ま
れ

【
学
歴
】

一
九
八
五
年
三
月

学
習
院
大
学
法
学
部
卒
業

【
職
歴
】

一
九
八
五
年
四
月

東
京
ガ
ス
�
入
社

二
〇
〇
三
年
七
月

リ
ビ
ン
グ
企
画
部
神

奈
川
リ
ビ
ン
グ
営
業
部
営
業
推
進
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

二
〇
〇
五
年
四
月

神
奈
川
ホ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
事
業
部
神
奈
川
リ
ビ
ン
グ
営
業
部

部
長

二
〇
〇
七
年
四
月

リ
ビ
ン
グ
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
部
マ
ン
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
営
業
推
進
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
二
〇
一
一
年
四
月

ラ
イ
フ
パ
ル
推
進
部

部
長
付

二
〇
一
二
年
四
月

ラ
イ
フ
パ
ル
推
進
部

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

二
〇
一
四
年
四
月

埼
玉
支
社
長

目
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会
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紹
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ダ
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〜
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�
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員
企
業
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ホ
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話
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四
〜
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五

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

一
六

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う

こ
そ

一
七

�
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

十
八
〜
十
九

�
平
成
二
六
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ガ
イ
ダ
ン
ス

二
〇

�
調
査
報
告

二
一
〜
二
六

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

二
七

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法
・
採
用
に
関

す
る
教
育
長
か
ら
の
要
請

二
八

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
九

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案

三
〇

�
事
業
だ
よ
り
、
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な

こ
と
を
、
広
告

三
一

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

三
二

― ２ ―
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

教
授

三
品
和
広

《
国
関
係
》

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

安
藤
久
佳

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

坂
本
正
喜

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

小
原

昇

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

財
務
広
報
相
談
室
長

森
尾
み
ゆ
き

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

代
田
雅
彦

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

木
幡
繁
嗣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局労

働
基
準
部
長

橋
本
和
隆

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
安
定
部
長

齋
藤
明
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

絹
谷
よ
し
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

企
画
室
長

吉
原
和
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
安
定
課
長

鈴
木
良
尚

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
対
策
課
長

加
藤
秋
雄

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
部
長

山
中

融

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

板
東
博
之

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

斎
藤
和
也

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

堀
口
幸
生

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課

副
課
長

福
島
真
二
郎

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課

副
課
長

稲
葉

岳

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課主

幹

大
木
正
仁

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

主
査

多
久
島
康
寿

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課

主
査

脇
谷
知
彦

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

牟
田
口
照
恭

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

矢
嶋
行
雄

▽
県
民
生
活
部

広
聴
広
報
課
長

下
田
正
幸

▽
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
長

加
藤

繁

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

関
根
郁
夫

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

県
立
学
校
部
長

春
山
賢
男

▽
埼
玉
県
教
育
局

県
立
学
校
部
参
事
兼
高
校
教
育
指
導
課
長

�
田
直
芳

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
席
指
導
主
事

武
内
道
郎

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

内
田

靖

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹

南
雲
世
�

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

遠
藤
智
久

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

堀
口
利
樹

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

石
田

眞

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

鈴
木

享

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

安
藤
嘉
明

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

柳
沢
幸
一

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

石
川
義
明

▽
（
公
財
）
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会理

事
長

金
子
寿
男

▽
（
公
財
）
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

加
藤
哲
之

▽
（
公
財
）
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

田
口
芳
弘

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市

経
済
局
長

岡
安
博
文

▽
さ
い
た
ま
市市

民
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局
長

野
間

薫

▽
さ
い
た
ま
市市

民
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
長

柳
沼
清
彦

▽
さ
い
た
ま
市

経
済
局
経
済
部
次
長

新
井
正
美

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会会

長

松
永

功

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

利
根
忠
博

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事

秋
山
秀
次
郎

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事

川
上
和
宏

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

山
縣
秀
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団監

事

江
田
元
之

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

埼
玉
事
務
所
長

渡
辺
邦
男

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

事
務
局
長

堀
口
雅
彦

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

神
山
哲
雄

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
埼
玉
職

業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

横
田

昭

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長（
新
副
会
長
）
池
田
一
義

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役

中
尾
安
志

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼
公
共
法
人
部
担
当

中
野
真
治

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

関
川
朋
史

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長藤

田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

小
泉
公
彦

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

中
村
信
也

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

田
中

洋

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

渡
辺

稔

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

宮
崎
裕
雅

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学

副
学
長

伊
藤
博
明

▽
埼
玉
大
学経

済
学
部
副
学
部
長
・
教
授

禹

宗

▽
埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

綿
貫
啓
一

▽
埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

准
教
授

橋
本

智

▽
埼
玉
大
学

研
究
協
力
部
長

大
城

功

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

廿
楽
一
男

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

石
岡
慎
太
郎

▽
も
の
つ
く
り
大
学

名
誉
教
授

上
田
惇
生

▽
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

江
利
川
毅

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

伏
野

誠

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
報
道
部
副
部
長
経
済
担
当
記
者

菊
地
正
志

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

取
締
役
総
務
局
長

小
嶋
一
晃

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

長
田

正

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

豊
田
国
寿

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

中
谷
真
司

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽G
reat
Place

to
W
ork
Institute

Japan

代
表

岡
元
利
奈
子

▽G
reat
Place

to
W
ork
Institute

Japan

副
代
表

平
田
英
司

▽
外
井
（
Ｔ
Ｏ
Ｉ
）
法
律
事
務
所

弁
護
士

外
井
浩
志

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

ごご
来来
賓賓

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

役員一同ご来賓の代表の方々

― ３ ―
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２２６６
年年
度度
定定
時時
総総
会会

アア
ルル
ババ
ムム

来
賓
祝
辞

安
藤
久
佳
関
東
経
済
産
業
局
長

来
賓
祝
辞

坂
本
真
喜
関
東
財
務
局
長

来
賓
祝
辞

代
田
雅
彦
埼
玉
労
働
局
長

来
賓
祝
辞

関
根
郁
夫
埼
玉
労
働
局
長

新
規
会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
々

来
賓
祝
辞

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長

定
時
総
会
全
景

理
事
・
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
池
田
一
義

氏
、満
岡
隆
一
氏
、山
内
真
輝
氏（
右
か
ら
）

― ４ ―



懇談する参加者

懇
親
会
乾
杯

講
演
会
風
景

懇
親
会

開
宴
挨
拶

椎
名
幹
芳
副
会
長

懇
親
会

来
賓
祝
辞

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

懇
親
会

来
賓
祝
辞

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

懇
親
会

乾
杯
挨
拶

山
口
宏
樹
埼
玉
大
学
学
長

中
締
め
を
す
る
池
田
一
義
副
会
長

― ５ ―



平
成
二
六
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
践
研
修
』開
催

〜
講
師

一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
清
水
洋
氏

平
成
二
六
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
経
営
ト
ッ
プ
の
目
線
で
取
り
組
む
コ
ス
ト
削
減

〜
所
管
部
署
任
せ
で
は
な
く
全
社
最
適
の
視
点

を
入
れ
た
コ
ス
ト
削
減
の
重
要
性
』と
題
し
て

㈱
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

石
井

純
夫
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
ア
ッ
プ
ル
、そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
経

営
に
学
ぶ
』と
題
し

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

上
席
研
究
員

百
嶋
徹
氏
が
講
演

〜
第
三
回
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
の
概
要
に
つ

い
て
の
説
明
も
行
わ
れ
る

仕
事
で
求
め
ら
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
の
土
台
と
な
る
ス

キ
ル
で
あ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ

い
て
学
び
、
学
習
内
容
を
も
と
に
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
行
う
、
新
し
い
研
修
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
実
践
研
修
」
を
二
六
年
度
第

一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
四
月
十

七
日
�
九
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
終
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
催
し
、
十
八
名

が
参
加
し
た
。

本
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
践
研

修
は
一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
で
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
の
競
争

力
、
産
業
の
成
長
等
を
研
究
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
清
水
洋
氏
を

講
師
と
し
て
、
経
営
者
、
管
理

者
、
今
後
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
者

を
対
象
に
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

□
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

一
�
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ク
チ
ャ

ー
〜
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

は
』

①
な
ぜ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大

切
な
の
か

②
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
創
造
的
破
壊

③
五
つ
の
組
み
合
わ
せ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
④
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
の
本
質

二
�
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
／
チ
ー
ム
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
〜
『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

阻
害
要
因
と
突
破
法
』

①
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
阻
害
す
る
暗

黙
の
ル
ー
ル

②
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
発
揮
す
る
に

は
③
演
習

三
�
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
〜

『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
研
究
』

①
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
例
）

②
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

③
発
表

「
ロ
ー
コ
ス
ト
経
営
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
企
業
の
コ
ス
ト
競
争
力
、
収
益

創
出
力
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
お
り
、
経
営
ト
ッ
プ
の
皆
さ

ま
が
常
に
意
識
さ
れ
て
い
る
経
営
課
題
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
売
上
確
保
の
た
め
の

営
業
活
動
に
比
べ
て
、
コ
ス
ト
削
減
の
取

り
組
み
へ
の
優
先
順
位
は
決
し
て
高
く
な

い
の
が
実
情
で
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
二
六

年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
六
月

十
一
日
�
十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
コ
ス

ト
削
減
サ
ー
ビ
ス
で
多
く
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
、
㈱
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
取
締
役

石
井

純

夫
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
経
営

ト
ッ
プ
の
目
線
で
取
り
組
む
コ
ス
ト
削
減

〜
所
管
部
署
任
せ
で
は
な
く
全
社
最
適
の

視
点
を
入
れ
た
コ
ス
ト
削
減
の
重
要
性
』

と
題
し
て
開
催
し
、
六
一
名
が
参
加
し
た
。

米
ア
ッ
プ
ル
は
、
二
〇
〇
一
年
の
携
帯

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
」
を
皮
切

り
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ
」、
タ
ブ
レ
ッ
ド
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」
な
ど
、

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
豊
か
に
す
る

画
期
的
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
相
次
い
で

開
発
・
販
売
し
、
そ
れ
ら
の
大
ヒ
ッ
ト
に

よ
り
世
界
を
代
表
す
る
ハ
イ
テ
ク
企
業
に

躍
進
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
ッ
プ
ル
も
順
風
満
帆
で
こ

こ
ま
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
九

〇
年
代
後
半
に
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
を
巡
る

競
争
で
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
「
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
」
に
敗
れ
、
パ
ソ
コ
ン
の
市
場

研修風景

コスト削減への関心の高さから６０名を超
える参加者があった

講
演
す
る
清
水
洋
氏

研
修
風
景

講
演
す
る
石
井
純
夫
氏

― ６ ―



平
成
二
六
年
度
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法

―
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
学
ぶ
―
二
』を
開
催

シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
経
営
危
機
に
陥
り
ま

し
た
。
未
曾
有
の
経
営
危
機
を
受
け
て
、

経
営
方
針
を
巡
る
対
立
な
ど
に
よ
り
八
五

年
に
同
社
を
去
っ
た
創
業
者
の
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
が
九
七
年
に
暫
定
Ｃ
Ｅ

Ｏ
に
復
帰
し
ま
し
た
。

ア
ッ
プ
ル
が
経
営
危
機
を
脱
し
、
そ
の

後
躍
進
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ

ブ
ズ
氏
が
カ
リ
ス
マ
性
を
持
っ
た
時
代
を

先
取
り
す
る
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
果
た

し
た
役
割
を
抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
が
、

経
済
性
を
犠
牲
に

せ
ず
に
、
製
品
企

画
開
発
に
お
け
る

創
造
性
を
組
織
的

に
徹
底
追
及
す
る
、

ア
ッ
プ
ル
の
も
の

づ
く
り
経
営
の
本

質
に
も
特
筆
す
べ

き
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
観
点

か
ら
、
平
成
二
六

年
度
第
三
回
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
は
六

月
十
六
日
�
十
四

時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
企
業
経
営
、

産
業
競
争
力
等
が

専
門
分
野
で
、
ま

た
ア
ッ
プ
ル
の
研
究
家
で
も
あ
る
ニ
ッ
セ

イ
基
礎
研
究
所
上
席
研
究
員
の
百
嶋

徹

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
ア
ッ
プ

ル
、
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の

経
営
に
学
ぶ
』
と
題
し
て
開
催
、
四
四
名

が
参
加
し
た
。

な
お
、
開
演
に
先
立
ち
第
三
回
埼
玉
ク

イ
ズ
王
決
定
戦
の
概
要
に
埼
玉
県
観
光
課

長
今
成
貞
昭
氏
よ
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た

説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
二
二
日
�
、
一
三
時
三
〇
分
よ
り

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
二
六
年
度
第
二
回
特
別
セ
ミ

ナ
ー
が
『
経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
真
の

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
〜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

ン
グ
実
践
法
―
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
学

ぶ
―
二
』
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
二
八
名

が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
四
月
八
日
�
に
開
催
さ
れ
た

『
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法
―
ア
ド

バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
学
ぶ
―
一
』
の
続
編
と

し
て
開
催
さ
れ
、
講
師
は
引
続
き
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

チ
で
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ナ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
で
あ
る
加
地
照
子
氏
に
務

め
て
い
た
だ
き
、
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

開
催
し
た
。

□
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
�
女
性
と
男
性
の
違
い
を
認
め
る
―

「
リ
ー
ン
・
イ
ン
」
を
活
か
す

①
女
性
と
男
性
の
違
い
を
認
め
つ
つ
個
を

尊
重
す
る

②
初
期
行
動
に
お
け
る
違
い
は

③
四
つ
の
行
動
ス
タ
イ
ル
（
理
論
派
、
現

実
派
、
友
好
派
、
社
交
派
）
の
特
徴

④
自
己
行
動
を
知
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

⑤
上
司
と
の
対
応
で
留
意
す
べ
き
こ
と

二
�
上
手
に
叱
る
「
承
認
力
」
を
強
化
す

る
①
な
ぜ
「
承
認
」
が
必
要
か

②
人
間
の
成
長
に
お
け
る
「
承
認
」
の
位

置
③
部
下
の
動
機
づ
け
に
必
須
の
行
動
は

④
「
承
認
」
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る

⑤
「
褒
め
る
」
と
「
叱
る
」
の
バ
ラ
ン
ス

〜
褒
め
三
回＝

叱
り
一
回

⑥
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
叱
る
は
同
位

⑦
怒
る
と
叱
る
は
一
方
通
行
と
双
方
向
の

違
い

⑧
「
褒
め
る
」
と
「
叱
る
」
に
は
ど
ん
な

相
関
が

・「
褒
め
る
」
は
�
よ
い
と
こ
ろ
を
見
て
、

心
に
留
め
伝
え
る
こ
と
�

・「
叱
る
」
は
�
然
る
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を

勇
気
を
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
�

・「
褒
め
る
」
と
「
叱
る
」
は
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
ク
の
役
割
で
ど
ち
ら
も
大
切

⑨
叱
る
は
未
来
に
向
け
た
助
言
で
す

⑩
叱
る
と
き
の
流
れ

・
過
去
の
事
実
を
冷
静
に
伝
え
る

・
現
在
の
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
る

・
未
来
の
行
動
変
革
に
向
け
て
質
問

・
助
言
す
る

・
未
来
の
進
捗
を
確
認
す
る

⑪
叱
る
五
ヶ
条

・
建
設
的
に
叱
る
（
責
め
て
も
人
は
変
わ

ら
な
い
）

・
限
定
的
に
叱
る
（
今
回
に
限
定
し
過
去

を
蒸
し
返
さ
な
い
）

・
印
象
的
に
叱
る
（
短
く
、
心
に
残
る
フ

レ
ー
ズ
で
）

・
個
別
の
尺
度
で
叱
る
（
他
人
と
比
較
し

な
い
）

・
相
手
の
成
長
の
た
め
に
叱
る

⑫
褒
め
る
５
ヶ
条

・
事
実
を
褒
め
る

・
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
褒
め
る

・
相
手
が
う
れ
し
い
ツ
ボ
を
褒
め
る

・
あ
ん
ば
い
よ
く
褒
め
る

・
心
を
こ
め
て
褒
め
る

三
�
事
例
研
究

講
演
す
る
百
嶋
徹
氏

第
３
回
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定

戦
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す

る
今
成
貞
昭
氏

研修風景

講
演
で
は
ア
ッ
プ
ル
の
詳
細

な
財
務
分
析
結
果
の
説
明
も

行
わ
れ
た

第
２
回
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定

戦
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
り

紹
介
が
行
わ
れ
た

講
演
す
る
加
地
照
子
氏

― ７ ―



本
年
度
新
設
の
第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

〜
一
二
〇
名
超
え
る
参
加
者
を
得
て
開
催

平
成
二
六
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

『
定
年
後
再
雇
用
に
お
け
る
人
事
処
遇
制
度
設

計
実
務
セ
ミ
ナ
ー
〜
希
望
者
全
員
雇
用
時
代
の

再
雇
用
制
度
見
直
し
の
方
向
と
は
』と
題
し
て

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
・
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
の

吉
田
純
一
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
二
回
・
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
の
作
り
方
』

〈
基
礎
編
〉・〈
実
践
編
〉と
し
て

２
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

後
期
高
齢
者
並
び
に
認
知
症
患
者
の
増

加
等
に
よ
り
、
今
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
市

場
は
急
速
に
拡
大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
市
場
の
成
長
性
か
ら
、
介
護

ビ
ジ
ネ
ス
業
界
に
は
他
の
業
態
・
業
種
か

ら
多
く
の
企
業
が
参
入
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
サ
ー
ビ
ス
展

開
の
可
能
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
今
後

急
速
に
高
齢
化
が
進
展
す
る
ア
ジ
ア
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
、
介
護
施
設
を
対
象
と
し

た
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
上
場
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
も
大
き
く
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
介
護
給
付
費
抑

制
の
観
点
か
ら
の
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
開

拓
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
へ
の
対
応
な
ど
、

介
護
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
の
課
題
も
山
積
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
並
び
に
今
後
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
へ
の
参
入
を
研
究
・
検
討
さ
れ
て
い

る
事
業
者
を
中
心
と
し
て
、
今
後
の
事
業

展
開
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、

「
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
を
新
設
し
、

そ
の
第
一
回
を
四
月
十
七
日
�
九
時
三
〇

分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
一
二
三
名
が
参
加

し
、
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関
心
の
高
さ
が

窺
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
本
会
の

根
岸
茂
文
専
務
理
事
よ
り
介
護
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

続
い
て
埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

長
友
住
弘
一
郎
氏
よ
り
「
介
護
事
業
者
の

労
務
管
理
上
の
留
意
事
項
」
に
つ
い
て
、

雇
用
均
等
室
地
方
育
児
・
介
護
休
業
指
導

官
大
津
洋
子
氏
よ
り
「
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
で
禁
止
し
て
い
る
�
間
接
差
別
�
の

対
象
範
囲
拡
大
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締

役
社
長
高
橋
行
憲
氏
よ
り
、「
介
護
事
業

の
現
状
と
展
望
〜
新
規
参
入
の
ポ
イ
ン

ト
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
第
一
回

介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
は
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
若
年

労
働
者
が
減
少
し
て
い
く
中
、
企
業
と
し

て
い
か
に
高
齢
者
を
雇
用
し
活
用
し
て
い

く
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
継
続
雇

用
の
「
対
象
者
基
準
の
廃
止
」
等
が
盛
り

込
ま
れ
た
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

昨
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
、
原
則
、

希
望
者
全
員
へ
の
再
雇
用
職
務
提
示
の
義

務
化
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
現

在
の
企
業
の
再
雇
用

制
度
は
、
年
金
支
給

を
前
提
と
し
た
処
遇

制
度
設
計
と
な
っ
て

い
た
企
業
が
多
く
、

職
務
内
容
と
関
わ
り

な
く
処
遇
が
決
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
再
雇

用
者
に
と
っ
て
納
得
性
の
高
い
も
の
と
は

い
え
ず
、
高
齢
者
を
活
用
で
き
て
い
る
状

況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

今
後
六
〇
歳
代
前
半
層
の
雇
用
が
拡
大

す
る
中
、
会
社
全
体
の
人
件
費
管
理
を
踏

ま
え
つ
つ
、
い
か
に
再
雇
用
者
の
処
遇
制

度
を
公
平
か
つ
納
得
性
の
高
い
制
度
に
見

直
し
て
い
く
か
は
、
企
業
に
と
っ
て
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
平
成
二
六
年
度

第
一
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、
四
月
十
七

日
�
十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
経
団
連
事

業
サ
ー
ビ
ス
・
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
の
吉

田
純
一
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、『
定
年
後
再
雇
用
に
お
け
る

人
事
処
遇
制
度
設
計
実
務
セ
ミ
ナ
ー
〜
希

望
者
全
員
雇
用
時
代
の
再
雇
用
制
度
見
直

し
方
向
と
は
』
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
三

七
名
が
参
加
し
た
。

吉
田
氏
か
ら
は
、
再
雇
用
制
度
に
お
け

る
人
事
・
賃
金
シ
ス
テ
ム
設
計
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
再
雇
用
職
務
の
選
定
、
勤
務

形
態
の
設
定
、
職
務
価
値
の
段
階
設
定
と

職
務
等
級
制
度
の
導
入
・
設
計
な
ど
の
点

に
つ
い
て
、
企
業
事
例
も
踏
ま
え
、
詳
し

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
的
規
模
で
実
施
さ
れ
る
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

（G
reat

Place
to
W
ork

�

）
の
「
働
き

が
い
の
あ
る
会
社
」
調
査
（
本
会
会
員
の

ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
㈱
と
川
木
建
設

㈱
の
二
社
が
二
〇
一
四
年
日
本
版
ラ
ン
キ

ン
グ
に
入
賞
）。
今
回
は
日
本
で
は
過
去

最
多
の
企
業
が
参
加
す
る
な
ど
、「
働
き

が
い
」
へ
の
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
、
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
を
目
指

す
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
経
営
者
に

と
っ
て
「
事
業
目
標
を
達
成
す
る
」
た
め

に
、
一
見
遠
回
り
の
よ
う
で
い
て
、
実
は

�
近
道
�
で
あ
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

従
業
員
が
�
働
き
が
い
�
を
感
じ
活
性
化

し
て
い
る
職
場
で
は
、
健
全
な
企
業
文
化

吉田純一氏

講演風景

介護ビジネスへの関心の高さから
１２０名を超える参加者があった友住弘一郎氏大津洋子氏高橋行憲氏
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本
年
度
新
設
の
第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

開
催
〜
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

が
土
台
と
な
り
、
従
業
員
の
自
発
的
か
つ

生
産
的
な
活
動
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

こ
う
し
た
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
職
場
で
の
信
頼
関
係
を

ベ
ー
ス
と
し
た
�
働
き
が
い
の
あ
る
�
組

織
づ
く
り
を
担
う
ト
ッ
プ
、
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
二

〇
年
以
上
か
け
た
研
究
か
ら
編
み
出
し
た

「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
づ
く
り
に
重

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
を
習
得

す
る
『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
の
つ
く
り

方
』〈
基
礎
編
〉
を
五
月
二
六
日
�
に
、〈
実

践
編
〉
を
六
月
九
日
�
に
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
二
回
・
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会
と
し

て
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
二
名
、
二
六
名

が
参
加
し
た
。

講
師
は
、〈
基
礎
編
〉・〈
実
践
編
〉
と
も

に
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ト
レ
ー
ナ
ー
で
、
米
国

CCE,inc.

認
定G

CD
F-Japan

キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
福
田
浩
司
氏
に
務
め
て

い
た
だ
き
、
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
研
修

を
行
っ
た
。

□
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会
『
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
の
つ
く
り
方
』〈
基
礎
編
〉

プ
ロ
グ
ラ
ム

◆
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
は

・
理
想
の
職
場
を
考
え
る

・「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
モ
デ
ル
を

理
解
す
る

・
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
―
強
み
と
し
て

の
企
業
文
化

◆
「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
に
お
け
る

信
頼
の
作
用

・
信
頼
が
職
場
に
も
た
ら
す
作
用
と
は

・「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
づ
く
り
の

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

◆
「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
に
お
け
る

信
頼
を
高
め
る
や
り
と
り

・
信
頼
が
高
ま
る
職
場
で
の
や
り
と
り
を

考
え
る

・
信
頼
が
高
ま
っ
た
や
り
と
り
の
自
身
の

体
験
を
振
り
返
る

・
職
場
実
践
に
向
け
て
の
意
見
交
換

□
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会
『
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
の
つ
く
り
方
』〈
実
践
編
〉

プ
ロ
グ
ラ
ム

◆
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
は

・「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
の
特
徴
を

考
え
る

・「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
」
の

メ
リ
ッ
ト
を
共
有
す
る

◆
「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
に
お
け
る

信
頼
を
高
め
る
や
り
と
り
の
ポ
イ
ン
ト

を
理
解
す
る

・
信
頼
が
高
ま
る
職
場
で
の
や
り
と
り
の

特
徴・

自
分
が
信
頼
を
高
め
た
や
り
と
り

を
振
り
返
る

◆
「
働
き
が
い
の
あ
る
」
職
場
に
お

け
る
信
頼
を
高
め
る
や
り
と
り
の

実
践
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
習
得
す
る

・
ス
テ
ッ
プ
一
「
認
識
す
る
」：

従

業
員
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め
、

各
自
が
持
つ
潜
在
、
顕
在
の
能
力

を
で
き
る
だ
け
多
く
見
つ
け
る
た

め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
理
解
す

る
・
ス
テ
ッ
プ
二
「
選
択
す
る
」：
信

頼
関
係
を
築
く
た
め
に
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
計
画
的
に
実
践
す

る
た
め
の
職
場
の
場
面
を
設
定
す

る
・
ス
テ
ッ
プ
三
「
構
想
す
る
」：

素

晴
ら
し
い
事
例
、
仕
組
み
、
施
策
を
新

た
に
構
想
し
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
習
得
す
る

・
ス
テ
ッ
プ
四
「
演
出
す
る
」：

効
果
的

に
信
頼
を
高
め
る
た
め
の
や
り
と
り
実

践
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る

◆
職
場
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
設
計

し
、
共
有
す
る

世
界
の
食
市
場
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、

今
後
一
〇
年
間
で
三
四
〇
兆
円
か
ら
六
八

〇
兆
円
に
倍
増
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
成
長
市
場
を
取
り
込
み
、「
強

い
農
林
水
産
業
」
と
「
美
し
く
活
力
あ
る

農
山
漁
村
」
を
創
る
た
め
、
政
府
は
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」
を

設
置
し
、
昨
年
十
二
月
に
我
が
国
農
林
水

産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
に
向
け
て
政
策

改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

既
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
農

商
工
連
携
や
医
福
食
農
連
携
等

の
六
次
産
業
化
に
加
え
、
異
業

種
連
携
に
よ
る
他
業
種
に
蓄
積

さ
れ
た
技
術
・
知
見
の
活
用
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
生
産
・
流
通

シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
な
ど
が
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
の
プ
ラ
ン
実

現
の
過
程
で
様
々
な
業
種
の
企

業
に
と
っ
て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
も
の
と

想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、

関
東
農
政
局
、
埼
玉
県
農
林
部

等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
将

来
的
に
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
を

検
討
・
研
究
中
の
企
業
に
対
し
、

GPTWトレーナー
福田浩司氏

新藤光明氏篠崎豊氏

研修風景（第２回）

研修風景（第３回）

活発な質疑応答・意見交換が行われた

― ９ ―



平
成
二
六
年
度
第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

（
第
七
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

『
市
場
・
投
資
先
と
し
て
の
魅
力
溢
れ
る
可
能
性

の
宝
庫

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
六
年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

『
人
口
減
少（
少
子
・
高
齢
化
）の
埼
玉
県
を
考
え

る
』と
題
し
て
埼
玉
り
そ
な
産
業
経
済
振
興
財

団
主
席
研
究
員
萩
原
淳
司
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
『
埼
玉
県
産
業
労
働
部

主
要
施
策
説
明
会
』
開
催

情
報
並
び

に
情
報
交

換
機
会
を

提
供
す
る

た
め
に
、

「
農
業
ビ

ジ
ネ
ス
研

究
会
」
を

新
設
し
、

五
月
二
九

日
�
十
四
に
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
一
回
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
三
四
名
が
参
加
し
た
。

委
員
会
は
、
事
務
局
報
告
の
後
、
講
演

一
と
し
て
、「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
の
概
要
並
び
に
平
成
二
六

年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
の
主
要
事
項
」

を
テ
ー
マ
に
、
関
東
農
政
局
企
画
調
整
室

調
整
官
新
藤
光
明
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ

た
。続

い
て
講
演
二
と
し
て
、「
埼
玉
県
の

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
策
の
概
要
」
に
つ
い

て
、
埼
玉
県
農
林
部
農
業
政
策
課
長
篠
崎

豊
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
活
発

な
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ

た
。

平
成
二
六
度
第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員

会
は
、
六
月
二
〇
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ

り
、
さ
い
た
ま
市
商
工
会
議
所
会
館
に
お

い
て
、
埼
玉
県
と
の
共
催
（
第
七
回
埼
玉

ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
で
「
市
場
・
投
資

先
と
し
て
の
魅
力
溢
れ
る
可
能
性
の
宝
庫

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
、
一
五
〇
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
上
田
清

司
埼
玉
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶
で
始
ま
り
、

続
い
て
、
ユ
ス
ロ
ン
・
イ
ザ
・
マ
ヘ
ン
ド

ラ
閣
下

駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
特

命
全
権
大
使
の
基
調
講
演
、
そ
の
後
、「
市

場
・
投
資
先
と
し
て
の
魅
力
―
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
」
と
題
し
て
、
ジ
ェ
ト
ロ
ジ

ャ
カ
ル
タ
事
務
所
長
富
吉
賢
一
氏
よ
り
講

演
が
行
わ
れ
た
。

休
憩
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
り
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
事
業

展
開
〜
魅
力
と
課
題
〜
」
を
テ
ー
マ
に
モ

デ
レ
ー
タ
ー
富
吉
賢
一
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
フ
セ
ン

マ
ウ
ラ
ナ
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
投
資
調
整
庁
日
本
事
務
所
長
、
木
下
一

一
般
社
団
法
人
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済

協
会
会
長
、
打
田
覚
志
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
販
路
支
援
部
販
路
支
援
課
課
長
代

理
、
新
村
亮

㈱
ナ
ガ
ワ
本

社
企
画
室
部

長
兼
海
外
支

援
室
長
に
よ

り
活
発
な
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ

れ
。
盛
会
裏

に
終
了
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所「
日

本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、

埼
玉
県
の
人
口
は
、
二
〇
一
五
年
以
降
減

少
局
面
に
入
り
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
の
本
格
化
に
伴
い
、
二
〇
四
〇

年
に
は
、
六
三
〇
万
人
と
現
在
に
比
べ
約

九
〇
万
人
も
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
地
域
経
済
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
大

き
な
影
響
が
出
て
く
る
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
六

年
度
第
一
回

地
域
社
会
問

題
委
員
会
は
、

六
月
三
〇
日

�
十
四
時
よ

り
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い

て
、
埼
玉
県

内
の
経
済
・
産
業
動
向
、
企
業
経
営
及
び

地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
調
査
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
、
公
益
財
団
法
人
埼
玉
り

そ
な
産
業
経
済
振
興
財
団

主
席
研
究
員

萩
原
淳
司
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

『
人
口
減
少
（
少
子
・
高
齢
化
）
の
埼
玉

県
を
考
え
る
』
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
二

五
名
が
参
加
し
た
。

萩
原
氏
か
ら
は
市
町
村
別
の
将
来
人
口

動
向
、
高
齢
者
の
人
口
移
動
、
社
会
資
本

の
劣
化
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
研
究
成
果

の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
活
発
な
質
問
も

出
さ
れ
た
。

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
に
関
す

る
説
明
会
が
、
平
成
二
六
年
四
月
一
五
日

�
、
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

三
〇
名
が
参
加
し
た
。

説
明
会
は
、
ま
ず
産
業
労
働
部
副
部
長

の
加
藤
和
男
氏
よ
り
、「
通
商
産
業
政
策

の
地
方
分
権
化
」「
次
世
代
産
業
・
先
端

産
業
の
支
援
」「
県
内
企
業
の
海
外
展
開

支
援
」「
企
業
誘
致
の
促
進
」「
中
小
企
業

の
成
長
段
階
に
応
じ
た
思
念
」「
が
ん
ば

る
中
小
企
業
の
応
援
」
を
テ
ー
マ
に
説
明

が
行
わ
れ
、
続
い
て
雇
用
労
働
局
長
の
渡

辺
充
氏
よ
り
「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ン
ー
ミ
ク

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
雇
用
の
安
心
」
を

テ
ー
マ
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

終了後名刺交換も行われた

パネルディスカッション

講演する萩原淳司氏加藤和男氏

地域社会問題委員会

渡辺充氏

主
催
者
挨
拶
を
す
る

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

基
調
講
演
を
す
る
ユ
ス
ロ

ン
・
イ
ザ
・
マ
ヘ
ン
ド
ラ

駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
命

全
権
大
使

講
演
す
る
富
吉
賢
一

ジ
ェ
ト
ロ

ジ
ャ
カ
ル
タ

事
務
所
長

―１０―



青
年
経
営
者
部
会
の
今
期
初
の
四
月
例

会
が
四
月
二
十
五
日
�
午
後
、
浦
和
ロ
イ

ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
二
十
三

名
が
参
加
し
、
㈱
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン

代
表

取
締
役
社
長

藤
井
正
隆
氏
の
「
あ
な
た

の
会
社
が
、
感
動
企
業
に
生
ま
れ
変
わ
る

８
つ
の
取
組
み
」
と
題
し
た
講
演
と
懇
親

会
の
二
部
構
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

講
師
の
藤
井
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」

の
著
者
で
知
ら
れ
る
法
政
大
学
の
坂
本
光

司
教
授
を
慕
い
弟
子
入
り
、
一
緒
に
取
材

に
同
行
し
た
企
業
の
、
高
い
理
念
を
具
現

化
す
る
社
会
貢
献
と
、
業
績
を
両
立
し
た

好
循
環
の
し
く
み
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
嘆
、

以
来
「
優
良
企
業
を
訪
問
す
る
こ
と
が
趣

味
」
に
な
り
、
企
業
研
究
と
取
材
を
重
ね

る
一
方
、
執
筆
・
企
業
研
修
・
チ
ー
ム
開

発
と
組
織
開
発
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

行
な
っ
て
い
る
。
主
な
著
書
は
、「
感
動

す
る
会
社
は
、
な
ぜ
、
す
べ
て
が
う
ま
く

回
っ
て
い
る
の
か
」、「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ウ

サ
ギ
と
の
ろ
の
ろ
カ
メ
の
経
営
法
則
」
等
。

第
一
部
は
矢
部
利
人
副
部
会
長
（
丸
和

工
業
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り
行

わ
れ
た
。
な
お
、
本
日
の
企
画
も
矢
部
副

部
会
長
の
立
案
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

開
会
で
川
本
武
彦
部
会
長（
サ
イ
サ
ン
・

社
長
）
は
、
今
回
は
特
に
、
皆
様
か
ら
大

い
に
質
問
等
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
討
論

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
あ
え
て
、
会

場
を
ロ
の
字
に
設
営
し
た
旨
の
説
明
が
行

な
わ
れ
た
。

講
演
で
は
、
ど
ん
な
に
厳
し
い
時
代
で

も
、
ど
ん
な
に
衰
退
し
つ
つ
あ
る
業
界
で

も
、
確
実
に
成
長
を
続
け
て
い
る
企
業
が

あ
る
。
し
か
も
、
従
業
員
は
や
る
気
満
々
、

お
客
様
は
ニ
コ
ニ
コ
、
地
域
や
社
会
に
付

加
価
値
ま
で
も
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の

秘
密
は
「
好
循
環
」
を
作
る
こ
と
。
ポ
イ

ン
ト
は
三
つ
あ
り
、
一
、
従
業
員
を
大
切

に
す
る
。
二
、
顧
客
価
値
を
高
め
る
。
三
、

地
域
貢
献
を
す
る
。
と
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
藤
池
一
誠
副
部
会
長
（
デ
サ

ン
・
社
長
）
よ
り
、
謝
辞
が
行
わ
れ
、
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
栗
原
志
功
会
計

監
事
（
も
し
も
ん
・
社
長
）
の
司
会
・
進

行
で
執
り
行
わ
れ
、
藤
田
義
治
特
別
会
員

（
埼
京
運
輸
・
社
長
）
に
よ
り
、
乾
杯
と

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

歓
談
で
は
、
新
会
員
の
石
井
孝
徳
（
サ

ー
マ
ル
化
工
・
社
長
）、
齋

裕
一
（
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
ロ

ジ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
社
長
）
の

紹
介
が
あ
り
、
和
気
藹
々
の

懇
親
会
が
続
い
た
。

最
後
に
、
三
原
宏
治
幹
事

（
日
本
自
動
車
管
理
・
社

長
）
に
よ
る
挨
拶
・
中
締
め

が
行
わ
れ
、
四
月
例
会
は
盛

会
裏
の
う
ち
に
お
開
き
と
な

っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
六
年
度

定
時
総
会
が
五
月
二
十
三
日
�
午
後
、
浦

和
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
で
、
ご
来
賓
に
藤
池

誠
治
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
を
迎
え

二
十
二
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
川
本
武
彦
部
会
長
（
㈱
サ
イ
サ

ン
・
社
長
）
が
議
長
と
な
り
、
平
成
二
十

五
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
。
続
い

て
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
、
同
事

業
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
別
表
の
役
員

が
新
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
藤
池
一
誠
新
部
会
長

（
㈱
デ
サ
ン
・
社
長
）
は
、「
引
続
き
厳
し

い
経
営
環
境
の
中
で
は
あ
る
が
、
常
に
高

い
目
標
を
掲
げ
前
進
す
る
会
に
し
た
い
。

ま
た
、
組
織
拡
大
に
力
を
注
ぎ
、
会
員
増

強
を
図
り
、
企
業
経
営
に
役
立
つ
例
会
や

勉
強
会
を
引
続
き
月
一
回
企
画
す
る
な
ど
、

魅
力
あ
る
部
会
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
今
年
十
一
月
十
三
・
十
四
日
の
全
国

大
会
埼
玉
開
催
に
向
け
盤
石
の
体
制
を
固

め
る
べ
く
邁
進
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
た
。
最
後
に
、「
埼
玉
で
の
全
国
大

会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に

大
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
各
部

会
員
に
要
請
を
行
な
っ
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
、「
社

長
の
声
の
チ
カ
ラ
で
会
社
は
変
わ
る
」
と

題
し
、
㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ

ル
ク
の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
佐
藤

恵
氏
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
豊
富
な
実
践
、
技
術
的
に
裏
打
ち

さ
れ
た
話
は
、
今
後
の
経
営
や
、
教
育
、

商
談
等
々
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。引

き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ

ー
の
部
で
は
、
藤
池
親
会
副
会
長
か
ら
部

会
長
を
始
め
新
役
員
へ
の
依
嘱
状
の
授
与

と
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

藤
池
親
会
副
会
長
は
「
青
年
経
営
者
部

会
の
活
動
は
多
く
の
若
手
経
営
者
の
手
本

に
も
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
会
員
を
集
め
、

大
い
に
活
性
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
今
後
と
も
、
親
会
と
一
致
団
結
し
、

県
産
業
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
活
動
を
展

開
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
十
三
年
前
に
埼
玉
で
全
国
大
会
を
開

催
し
た
藤
田
義
治
第
七
代
部
会
長
（
埼
京

運
輸
㈱
・
社
長
）
の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ

れ
、
藤
池
新
部
会
長
を
囲
み
な
が
ら
、
本

来
の
目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の
啓
発
、
情

報
交
換
が
一
層
深
め
ら
れ
た
。

最
後
に
、
今
回
の
埼
玉
で
の
全
国
大
会

を
誘
致
し
た
古
川
元
一
第
十
代
部
会
長

（
川
口
土
木
建
築
工
業
㈱
・
社
長
）
の
閉

会
挨
拶
で
懇
親
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

「
青
年
経
営
者
部
会

今
期
初
の
例
会
開
催
」

「
青
年
経
営
者
部
会
総
会
開
催
」

埼
玉
全
国
大
会
開
催
に
向
け
た
新
役
員
体
制
を
承
認

一般社団法人埼玉県経営者協会 青年経営者部会 役員 平成２６年度定時総会

部会 役職名 氏 名 会 社 名 ２０１４／４／１
の年齢会 社 役 職

部 会 長 藤池 一誠
㈱デサン

４４代表取締役社長

副部会長 矢部 利人
丸和工業㈱

４６代表取締役社長

副部会長 眞子 岳志
㈱真工社

４０代表取締役社長

副部会長 内藤 岳
内藤環境管理㈱

３８常務取締役

副部会長 栗原 志功
もしもん㈱

４２代表取締役社長

幹 事 増田 学
友栄塗装㈱

５０代表取締役社長

幹 事 �嶋 英司
㈲シーエスサービス

４８代表取締役社長

幹 事 坂本 哲朗
カツミテクノ㈱

４５専務取締役

幹 事 臼田 和弘
㈱臼田

４１代表取締役社長

幹 事 大野 哲也
大野建設㈱

３６取締役

幹 事 堤 繁
㈱埼玉富士

４７代表取締役社長

幹 事 桑原 崇
サイエンス㈱

４２専務取締役

幹 事 三原 宏治
日本自動車管理㈱

５０代表取締役社長

会計監事 水村真太郎
㈱かにや

３４専務取締役

会計監事 望月 諭
望月印刷

３０代表取締役社長

顧 問 川本 武彦
㈱サイサン

４９代表取締役社長

藤
池
一
誠
新
部
会
長
（
左
）
と

川
本
武
彦
前
部
会
長
（
右
）

講
演
す
る
藤
井
正
隆
氏

講
演
風
景

講
演
す
る
佐
藤

恵
氏
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こ
の
人
の
生
き
方
、
考
え
方
は
現
職
へ
の
運
命
を

感
じ
る
。

増
田
文
治
社
長
の
父
は
マ
ス
ダ
ッ
ク
名
誉
会
長
で

前
身
の
新
日
本
機
械
工
業
を
創
立
し
た
増
田
文
彦
氏
。

文
治
社
長
は
二
代
目
と
な
る
。

文
治
社
長
は
増
田
家
の
次
男
と
し
て
東
京
・
新
宿

区
に
生
ま
れ
、
実
母
は
一
歳
の
時
に
死
別
。
実
母
の

記
憶
は
全
く
無
い
と
い
う
。
そ
の
後
は
兄
と
二
人
、

義
母
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
。

子
ど
も
の
頃
は
、
大
人
し
く
て
良
い
子
と
い
う
評

判
だ
っ
た
。「
幼
心
に
相
手
は
ど
う
接
す
れ
ば
喜
ぶ

か
を
考
え
る
よ
う
な
要
領
の
良
い
子
ど
も
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

小
学
校
は
私
立
武
蔵
野
学
園
、
中
学
は
東
京
学
芸

大
付
属
小
金
井
中
学
校
、
高
校
は
東
京
学
芸
大
付
属

高
校
と
、
ま
さ
に
超
エ
リ
ー
ト
校
に
進
学
し
た
。
大

学
は
理
工
系
を
目
指
し
東
京
工
業
大
学
と
埼
玉
大
学

を
受
験
、
東
工
大
に
は
合
格
せ
ず
、
埼
玉
大
学
理
工

学
部
機
械
工
学
科
に
入
学
。
理
工
系
を
目
指
し
た
理

由
は
家
業
と
の
関
連
は
な
く
、
単
純
に
文
系
の
国
語

や
歴
史
が
苦
手
だ
っ
た
か
ら
。

大
学
時
代
は
ス
キ
ー
部
に
在
籍
、
合
宿
を
含
め
ス

キ
ー
場
で
年
間
九
〇
日
く
ら
い
は
過
ご
し
た
。

ス
キ
ー
部
で
は
入
部
二
年
目
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
を

任
さ
れ
る
。「
皆
を
ま
と
め
る
の
が
好
き
な
性
分
で
、

頼
り
に
さ
れ
る
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
自
然
に
キ
ャ

プ
テ
ン
に
就
任
し
て
い
た
」。
大
学
四
年
間
で
人
と

の
接
し
方
が
漠
然
と
だ
が
身
に
つ
き
、
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
ぶ
。
こ
の
時

代
の
経
験
が
現
在
の
社
長
の
生
き
方
に
通
じ
る
と
こ

ろ
と
な
る
。

「
父
は
、
発
明
・
開
発
家
の
学
者
的
な
部
分
、
そ

し
て
事
業
家
と
い
う
両
面
を
持
っ
て
い
て
、
兄
は
そ

の
学
者
の
部
分
、
自
分
は
事
業
家
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
い

だ
の
で
は
な
い
か
」
と
あ
ら
た
め
て
分
析
し
た
。
兄

は
、
早
稲
田
大
学
応
用
物
理
学
科
を
卒
業
し
、
現
在

は
名
古
屋
大
学
大
学
院
で
物
理
学
の
教
授
に
就
い
て

い
る
。
学
者
に
な
り
た
か
っ
た
兄
と
、
大
学
卒
業
の

頃
に
は
何
と
な
く
家
業
を
継
ぎ
経
営
者
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
自
分
が
い
た
。

「
大
卒
後
、
不
二
家
に
就
職
し
た
の
も
特
に
菓
子

業
界
志
望
で
は
無
か
っ
た
が
、
無
意
識
に
将
来
は
家

業
を
継
ぐ
と
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
、

こ
れ
に
も
運
命
を
感
じ
る
と
い
う
。「
不
二
家
で
は
、

若
輩
な
が
ら
も
技
術
屋
と
し
て
純
粋
に
当
社
を
変
革

し
た
い
と
考
え
、
一
生
懸
命
、
必
死
に
働
き
、
周
り

か
ら
の
信
頼
も
得
た
」。
こ
の
当
時
、
父
親
は
次
男

の
文
治
氏
に
家
業
を
継
が
せ
る
と
決
心
し
て
お
り
、

そ
の
意
を
受
け
て
不
二
家
を
退
職
、
そ
し
て
二
六
歳

の
時
、
新
日
本
機
械
工
業
（
現
マ
ス
ダ
ッ
ク
）
に
入

社
し
た
。
さ
ら
に
父
は
将
来
の
海
外
展
開
も
視
野
に

入
れ
て
お
り
、
入
社
し
た
ば
か
り
の
息
子
に
海
外
留

学
を
勧
め
る
。
さ
っ
そ
く
渡
米
し
パ
ン
の
研
究
所

A
m
erican

Institute
of
Baking

な
ど
で
八
ヶ
月
間
、

パ
ン
や
菓
子
製
造
の
実
習
を
経
験
す
る
。
苦
手
な
英

語
も
必
死
に
勉
強
し
、
毎
日
、
実
習
記
録
を
克
明
に

記
し
た
日
誌
を
会
社
に
送
信
し
た
。
当
時
一
緒
に
実

習
し
た
仲
間
は
、
大
手
製
粉
メ
ー
カ
ー
や
製
パ
ン
メ

ー
カ
ー
の
役
員
と
な
り
、
現
在
で
も
親
交
し
て
い
る
。

帰
国
し
て
か
ら
は
、
海
外
営
業
部
を
つ
く
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
家
業
を
継
ぐ
た
め

の
経
営
哲
学
を
学
び
な
が
ら
必
死
に
走
り
続
け
た
。

当
社
取
締
役
、
副
社
長
な
ど
を
歴
任
し
、
四
五
歳
の

時
に
マ
ス
ダ
ッ
ク
二
代
目
社
長
に
就
任
し
た
。

就
任
当
時
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
で
売
上
が
急
激
に

下
降
し
た
時
期
。
社
内
改
革
や
変
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

増
田
社
長
は
、
当
社
が
常
に
ベ
ー
ス
に
置
い
て
い

た
「
安
全
・
安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
な
が
ら
合

理
性
を
追
求
。
よ
り
効
率
的
で
か
つ
発
展
的
な
業
務

改
革
を
実
行
し
た
。
様
々
な
改
革
の
効
果
も
あ
り
、

現
在
の
売
上
高
は
就
任
当
時
の
約
三
倍
の
水
準
に
ま

で
拡
大
し
て
い
る
。

社
長
は
こ
れ
か
ら
の
思
い
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。

「
菓
子
製
造
に
関
わ
る
会
社
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
つ

く
づ
く
感
じ
る
の
は
、『
菓
子
は
人
を
幸
せ
に
す
る
』

と
い
う
こ
と
。
菓
子
は
人
の
心
を
救
い
、
喜
び
を
与

え
、
さ
ら
に
幸
せ
を
与
え
る
。
色
々
な
人
と
出
会
い
、

色
々
な
国
の
人
と
接
す
る
う
ち
に
菓
子
の
魅
力
を
あ

ら
た
め
て
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
そ
し
て
、

「
世
界
中
の
人
た
ち
に
菓
子
を
食
べ
て
幸
せ
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
現
地
の
実
態
を
知
り
、
現
地
の
人
が
喜

ぶ
も
の
を
つ
く
り
お
届
け
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

た
。「

た
ま
た
ま
家
業
が
菓
子
に
関
わ
り
の
深
い
企
業

で
、
そ
の
経
営
者
と
な
り
『
菓
子
製
造
』
と
い
う
業

界
で
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
の
先
頭
を
走
る
立
場
と
な

り
、
一
層
菓
子
の
持
つ
魅
力
が
わ
か
っ
て
き
た
。
進

学
、
留
学
、
就
職
と
何
と
な
く
家
業
と
関
係
あ
る
道

に
進
ん
だ
の
も
運
命
。
自
分
の
歩
ん
で
き
た
道
に
は

運
命
を
感
じ
る
」
と
振
り
返
っ
た
。

家
族
は
妻
と
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
息
子
。
趣
味
は

ゴ
ル
フ
と
料
理
を
つ
く
る
こ
と
。
料
理
は
時
間
が
あ

れ
ば
必
ず
つ
く
る
よ
う
に
し
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に

も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
得
意
料
理
は
中
華
、
イ
タ

リ
ア
ン
、
和
食
な
ど
幅
広
く
、
妻
や
従
業
員
に
振
る

舞
い
、
そ
の
評
価
を
聞
く
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

〔
ご
略
歴
〕

一
九
五
四
年
六
月
二
三
日
生
ま
れ

東
京
都
新
宿
区
出
身

一
九
七
七
年
三
月

埼
玉
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学

科
卒
業

一
九
七
七
年
四
月

㈱
不
二
家

入
社

一
九
八
一
年
三
月

新
日
本
機
械
工
業
㈱
（
現
㈱
マ

ス
ダ
ッ
ク
）
入
社

一
九
八
一
年
五
月

海
外
留
学
（
〜
一
九
八
二
年
一

月
）

一
九
八
九
年
六
月

当
社

取
締
役

一
九
九
一
年
六
月

当
社

専
務
取
締
役

一
九
九
七
年
六
月

当
社

代
表
取
締
役
副
社
長

一
九
九
九
年
六
月

㈱
マ
ス
ダ
ッ
ク

代
表
取
締
役

社
長

就
任
（
現
職
）

〔
公
職
等
〕

・
日
本
製
パ
ン
製
菓
機
械
工
業
会

理
事
長

・
日
本
食
品
機
械
工
業
会

理
事

・
日
本
包
装
機
械
工
業
会

理
事

・
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

会
長

・
埼
玉
県
経
営
者
協
会

副
会
長

株
式
会
社
マ
ス
ダ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

増
田
文
治
氏

㈱
マ
ス
ダ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

増
田
文
治
氏
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当
社
は
、
現
名
誉
会
長
で
あ
る
増

田
文
彦
が
１
９
５
７
年
（
昭
和
３２
）

３
月
、
新
日
本
機
械
工
業
株
式
会
社

（
旧
社
名
・
２
０
０
７
年
１
月
に
現

社
名
へ
変
更
）
と
し
て
創
立
し
ま
し

た
。
創
立
以
来
、
製
パ
ン
製
菓
機
械

メ
ー
カ
ー
と
し
て
様
々
な
機
械
設
備

を
開
発
・
製
造
し
て
お
り
ま
す
。
と

く
に
和
洋
菓
子
の
分
野
に
お
い
て
、

生
産
シ
ス
テ
ム
や
製
法
を
次
々
と
開

発
し
、
５０
余
年
に
わ
た
り
菓
子
業
界

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
参
り
ま

し
た
。

現
在
当
社
は
、「
そ
の
お
菓
子
づ

く
り
を
、
も
っ
と
美
味
し
く
、
新
し

く
」
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
機
械
事
業
と
食
品
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

機
械
事
業
で
は
、�
最
初
に
菓
子

あ
り
き
�
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
お

客
様
が
目
指
す
お
菓
子
づ
く
り
を
、

安
全
・
安
心
で
美
味
し
く
、
さ
ら
に

適
正
コ
ス
ト
で
安
定
生
産
で
き
る
こ

と
、
こ
の
実
現
を
使
命
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
設
備
を
設
計
・
製

作
し
、
導
入
い
た
だ
い
た
お
客
様
へ

菓
子
技
術
の
サ
ポ
ー
ト
や
ご
提
案
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
責
任
も
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

食
品
事
業
で
は
、
当
社
独
自
の
菓

子
生
産
技
術
（
機
械
設
備
・
菓
子
製

法
）
を
必
要
と
す
る
お
菓
子
づ
く
り

に
特
化
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
販
売
者
様
を
通
じ
て
安
全
・
安

心
で
美
味
し
い
お
菓
子
を
お
届
け
し
、

多
く
の
消
費
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
万
全
な
生
産
環
境
を
整
え
た

食
品
工
場
で
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
食
品
工
場
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

（
建
設
・
設
備
・
運
営
）
は
菓
子
業

界
の
皆
様
へ
提
供
し
、
お
役
立
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

機
械
事
業
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
菓

子
生
産
技
術
を
活
か
し
、
食
品
事
業

で
喜
ば
れ
る
菓
子
生
産
を
行
う
。
食

品
事
業
部
で
蓄
積
さ
れ
た
現
場
の
声

を
機
械
事
業
部
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
、
さ
ら
に
安
全
で
衛
生
的
な
菓
子

生
産
が
で
き
る
設
備
へ
の
改
善
に
活

か
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ふ
た
つ
の
事

業
の
連
携
に
よ
り
、
全
社
で
「
世
界

中
の
人
々
が
、
お
菓
子
と
と
も
に
幸

せ
な
時
間
と
幸
せ
な
人
生
を
歩
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。近

年
は
海
外
展
開
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。２
０
０
２
年
に
パ
リ（
フ

ラ
ン
ス
）
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ー
ロ
パ

ン
へ
の
「
全
自
動
ど
ら
焼
機
」（
欧

米
向
け
の
製
品
名：

Sandw
ich
Pan-

cake
M
achine

）
出
品
を
き
っ
か
け

に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）

に
販
売
拠
点
を
設
け
、
世
界
各
地
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
業
界
展
示

会
へ
の
出
展
を
積
極
的
に
試
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
１２
年
で
欧
州
・

ロ
シ
ア
・
北
南
米
・
中
東
・
ア
フ
リ

カ
と
世
界
中
の
ベ
ー
カ
リ
ー
企
業
へ

当
社
の
生
産
設
備
を
導
入
い
た
だ
き
、

新
た
な
市
場
展
開
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
社
（
日
本
）
の
技
術
や
営

業
ス
タ
ッ
フ
に
は
外
国
籍
社
員
を
迎

え
て
組
織
体
制
を
整
え
、
ア
ジ
ア
地

域
の
展
開
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ど
ら
焼
機
の
海
外
市
場
進
出
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
国
際
性
・
占
有

力
・
収
益
性
・
戦
略
性
の
４
つ
の
項

目
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
本
年
３

月
に
経
済
産
業
省
よ
り
「
グ
ロ
ー
バ

ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
１
０
０
選
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

会員企業紹介

おお
菓菓
子子
とと
とと
もも
にに
ああ
るる
幸幸
せせ
なな
時時
間間

とと
幸幸
せせ
なな
人人
生生
をを
、、世世
界界
中中
のの
人人
々々
へへ
株式会社
マスダック

全自動どら焼機

展
示
会
風
景
の
写
真

２
０
０
２
年
ユ
ー
ロ
パ
ン
（
パ
リ
）
会

場
で
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ン
ケ
ー
キ
を

実
演

株
式
会
社
マ
ス
ダ
ッ
ク

本
社
・
工
場

―１３―
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平
成
四
年
、
ビ
ン
・
缶
の
リ
サ

イ
ク
ル
業
と
し
て
創
業
し
、
産
業

廃
棄
物
全
般
に
業
務
を
拡
大
す
る

た
め
平
成
十
年
に
設
立
し
た
ウ

ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
㈱
は
、
設
立
か
ら

十
五
年
で
、
主
な
取
引
先
約
三
、

六
〇
〇
社
、
主
な
リ
サ
イ
ク
ル
先

は
約
三
〇
〇
社
と
、
著
し
い
成
長

を
遂
げ
た
。

小
柳
社
長
は
、「
業
界
の
常
識

に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
客
様
の
要
望

に
真
摯
に
か
つ
真
剣
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
だ
と
感
じ
る
」
と
自

負
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら

も
若
手
社
員
を
中
心
に
新
し
い
発

想
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
創
造
、

実
現
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
る
。

業
界
の
常
識
か
ら
脱
皮
し
実
現

し
て
き
た
事
業
の
一
部
を
紹
介
す

る
と
、
ま
ず
、
蛍
光
管
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
。
従
来
、
事
業
所
な
ど

で
発
生
す
る
多
く
の
廃
蛍
光
灯
が

水
銀
と
と
も
に
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
た
も
の
を
専
用
回
収
車
に
よ
っ

て
回
収
、
ガ
ラ
ス
と
水
銀
を
分
離

処
理
、
ガ
ラ
ス
は
再
生
蛍
光
灯
や

工
芸
品
な
ど
様
々
な
ガ
ラ
ス
製
品

に
再
生
、
水
銀
も
金
属
製
品
と
し

て
再
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
計
量
装
置
付
車
両
に
よ

り
従
来
不
透
明
だ
っ
た
回
収
廃
棄

物
の
重
量
を
き
っ
ち
り
と
計
量
し
、

お
客
様
も
確
認
し
た
う
え
で
請
求

す
る
「
そ
の
場
で
計
量
！
あ
ん
し

ん
Ｅ
Ｃ
Ｏ
便
」
の
導
入
。

さ
ら
に
、「
廃
棄
物
買
取
・
ｊ

ｐ
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
・
告
知
し
な
が
ら
、
従
来
廃
棄

処
分
費
が
か
か
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

一
斗
缶
、
廃
油
、
食
品
く
ず
な
ど
、

再
生
可
能
な
産
業
廃
棄
物
を
買
い

取
る
シ
ス
テ
ム
。
利
用
し
た
お
客

様
か
ら
は
三
〇
％
以
上
の
コ
ス
ト

削
減
に
つ
な
が
っ
た
と
喜
ば
れ
て

い
る
。

そ
し
て
、
当
社
売
上
の
五
〇
％

以
上
を
占
め
る
食
品
く
ず
回
収
事

業
を
利
用
し
、
こ
れ
か
ら
本
格
的

に
参
入
し
て
い
き
た
い
事
業
が
農

業
部
門
。
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー

プ
完
成
の
た
め
、
今
年
か
ら
農
業

法
人
を
立
ち
上
げ
、
回
収
し
た
食

品
く
ず
な
ど
か
ら
つ
く
る
肥
料
や

飼
料
の
内
製
化
を
計
画
し
、
じ
ゃ

が
い
も
な
ど
の
栽
培
に
着
手
し
て

い
る
。
現
在
収
穫
し
た
農
作
物
を

社
員
や
顧
客
に
配
布
し
、
評
価
を

聞
い
て
い
る
が
そ
の
結
果
を
も
と

に
今
後
改
良
を
重
ね
販
売
ま
で
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
長
は
「
若
手
社
員
が
さ
ら
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
。
子
育
て
中
の
女
性
の
就
労
に

優
し
い
環
境
づ
く
り
。
そ
し
て
、

業
界
の
常
識
を
覆
す
様
々
な
展
示

会
へ
の
出
展
な
ど
で
当
社
事
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
可
能
性
を
探

り
た
い
」
と
笑
み
を
う
か
べ
た
。

川
口
市
の
工
場
で
合
成
樹
脂
押

出
機
お
よ
び
ブ
ロ
ー
成
形
機
の
生

産
を
本
格
化
し
た
㈱
プ
ラ
コ
ー
。

事
業
の
拡
大
に
伴
い
昭
和
四
五
年

に
工
場
を
岩
槻
区
に
建
設
、
そ
の

後
、
昭
和
六
三
年
に
本
店
も
現
在

の
所
在
地
に
移
転
。
サ
ッ
カ
ー
観

戦
の
歓
声
が
届
く
ほ
ど
至
近
に
埼

玉
ス
タ
ジ
ア
ム
二
〇
〇
二
が
あ
る
。

プ
ラ
コ
ー
の
事
業
は
大
き
く
分

け
て
三
部
門
。
農
業
用
、
医
療
用
、

食
品
包
装
用
な
ど
の
各
種
フ
ィ
ル

ム
を
成
形
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
成
形
機
事
業
。
各
種
ボ
ト
ル
類

や
簡
易
ト
イ
レ
、
自
動
車
ダ
ク
ト

な
ど
の
工
業
製
品
を
成
形
す
る
ブ

ロ
ー
成
形
機
事
業
。
そ
し
て
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
各
種
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
、
木
材
、
紙
な
ど
の
粉
砕

機
及
び
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

原
料
の
再
生
機
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
装
置
事
業
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

私
た
ち
の
生
活
の
身
近
に
あ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
成
形
機
、
リ

サ
イ
ク
ル
機
を
製
造
し
て
い
る
。

設
立
か
ら
五
五
年
を
迎
え
た
プ

ラ
コ
ー
の
強
み
は
技
術
力
と
開
発

力
。高

価
な
原
料
樹
脂
を
無
駄
な
く

成
形
す
る
た
め
の
独
自
ノ
ウ
ハ
ウ

は
大
企
業
も
一
目
お
い
て
い
る
。

同
社
は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
・

高
度
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
お
客
様
と
と
も
に

開
発
す
る
姿
勢
で
技
術
革
新
に
邁

進
し
て
お
り
、
今
年
新
製
品
と
し

て
発
表
し
た
「
高
機
能
・
高
吐
出

多
層
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
成
形

機
」
は
、
ユ
ー
ロ
並
み
の
生
産
量

と
日
本
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
い
次
元

で
両
立
さ
せ
、
さ
ら
に
消
費
電
力

を
削
減
す
る
省
エ
ネ
成
形
機
と
し

て
業
界
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

ま
た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
の
系

列
で
あ
る
㈱
Ｆ
Ｔ
Ｓ
と
共
同
開
発

し
た
樹
脂
タ
ン
ク
用
小
型
ブ
ロ
ー

成
形
機
は
、
大
幅
な
コ
ン
パ
ク
ト

化
と
コ
ス
ト
低
減
の
実
現
が
認
め

ら
れ
、
昨
年
二
月
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
㈱
か
ら
技
術
開
発
賞
を
受
賞
し

た
。平

成
二
四
年
、
四
八
歳
で
代
表

取
締
役
に
就
任
し
た
権
田
和
睦
社

長
は
、
新
卒
で
技
術
部
門
に
入
社

以
降
、
同
社
の
苦
難
の
時
代
も
経

験
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
就
任
後
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
厳
守
や
経

営
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化
、
明
確
な

目
標
・
生
産
体
制
の
見
え
る
化
、

海
外
生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
な

ど
を
実
行
し
、
そ
の
成
果
に
よ
り

収
益
も
回
復
、
大
型
受
注
な
ど
が

相
ま
っ
て
、
業
績
は
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

社
長
は
、「
社
員
や
株
主
、
取

引
先
な
ど
会
社
と
関
連
す
る
人
々

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

安
定
経
営
を
目
指
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
他
社
に
で
き
な
い
技
術

力
・
開
発
力
を
生
か
し
、
生
産
性

や
価
格
な
ど
の
価
格
競
争
が
厳
し

い
海
外
の
シ
ェ
ア
も
増
や
し
て
い

く
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
、「
新

た
な
未
来
を
拓
く
た
め
に
は
ベ
テ

ラ
ン
社
員
の
技
術
を
伝
承
さ
せ
な

が
ら
社
員
の
若
返
り
や
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
教
育
が
必
須
」
と
人
材
育
成

の
必
要
性
も
強
調
し
た
。

なな話話題題 北北 中中 西西 南南

北
部
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
㈱

「
廃
棄
物
処
理
業
か
ら
の

脱
皮
」

中
部

㈱
プ
ラ
コ
ー

「
技
術
力
と
開
発
力
に
よ
り
、

新
た
な
未
来
を
拓
く
」
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ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
㈱

小
柳
明
雄
社
長

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
運
搬
車

㈱
プ
ラ
コ
ー

権
田
和
睦
社
長

５
種
６
層
燃
料
タ
ン
ク
用
ブ
ロ

ー
成
形
機
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有
限
会
社
共
和
エ
レ
ッ
ク
は
、

生
活
し
て
行
く
上
で
必
要
な
各
種

電
気
設
備
工
事
を
行
い
、
防
犯
・

地
デ
ジ
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
・
照
明
機

器
・
空
調
・
太
陽
光
発
電
・
オ
ー

ル
電
化
ま
で
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
た
め
、
プ
ロ
の
技
術

者
が
現
地
ま
で
お
伺
い
し
対
応
し

て
い
る
。

そ
の
沿
革
は
平
成
十
二
年
、
共

和
エ
レ
ッ
ク
創
業
。
平
成
十
三
年
、

有
限
会
社
共
和
エ
レ
ッ
ク
を
設
立

し
、
公
共
事
業
入
札
を
始
め
た
若

い
企
業
で
あ
る
。

当
社
社
長
永
島

明
氏
は
、
当

社
を
起
業
す
る
前
は
、
電
気
工
事

を
主
に
事
業
と
す
る
会
社
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
の
急
拡
大
路

線
や
、他
業
種
へ
の
進
出
に
、疑
義

を
感
じ
、
路
線
変
更
を
訴
え
る
も
、

聞
き
い
れ
ら
れ
ず
、
退
社
の
運
び

と
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
後
、

そ
の
会
社
は
倒
産
し
た
と
の
こ
と
。

そ
の
こ
と
も
あ
り
、
永
島
社
長

は
、
起
業
す
る
際
、
経
営
理
念
や

社
訓
を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し

て
い
る
。

当
社
の
電
気
工
事
の
実
績
は
、

地
域
で
は
、
地
元
の
川
越
市
に
と

ど
ま
ら
ず
、
川
口
市
、
三
鷹
市
、

上
尾
市
、
所
沢
市
、
国
分
寺
市
、

浦
和
市
、
立
川
市
等
々
の
広
範
囲

に
広
が
り
、
個
人
宅
、
共
同
住
宅
、

小
学
校
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
テ
ナ
ン

ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
等
々
、
こ
ち

ら
も
広
く
多
様
で
あ
る
。

防
犯
設
備
設
置
で
は
、
防
犯
機

器
を
設
置
す
る
だ
け
で
、
防
犯
機

能
を
発
揮
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
数
々
の
強
盗
や
侵
入
の
手
口

を
研
究
し
、
ど
こ
に
何
を
設
置
す

れ
ば
、
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
か
と
い
う
こ
と
を
、
理
論
的
な

裏
付
け
を
し
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
施

工
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
、

大
手
警
備
会
社
と
の
大
き
な
違
い

で
も
あ
る
。

照
明
設
置
紹
介
は
、
環
境
へ
の

意
識
が
よ
り
高
ま
り
、
電
力
消
費

量
削
減
の
た
め
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し

た
照
明
等
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
機
器
へ
の
規

格
の
統
一
や
対
応
可
能
箇
所
な
ど

の
問
題
点
も
多
い
。
そ
こ
で
、
現

在
の
状
況
や
今
後
の
運
用
も
見
据

え
て
、
最
適
な
商
品
を
提
案
し
て

い
る
。

空
調
換
気
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
店
舗
や
工
場
な
ど
の
業
務
用
空

調
設
備
は
勿
論
の
こ
と
、
集
合
住

宅
、
一
般
住
宅
等
の
エ
ア
コ
ン
設

備
工
事
も
対
応
い
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
代
の
大
幅
ダ
ウ
ン
に
は
、
換

気
扇
や
ダ
ク
ト
が
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
な
り
、
さ
ら
に
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
も
提

案
し
て
い
る
。

ま
た
、
ラ
ン
設
置
業
務
、
太
陽

光
発
電
オ
ー
ル
電
化
な
ど
、
多
く

の
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
後
の
長
期
計
画
と

し
て
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
を
包

括
し
な
が
ら
、
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
を

も
展
開
し
て
い
る
。

株
式
会
社
や
ま
と
石
材
に
本
件

取
材
に
お
邪
魔
し
た
と
こ
ろ
、
従

業
員
全
員
起
立
し
て
出
迎
え
を
受

け
、
そ
し
て
、
応
接
室
で
、
抹
茶

を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
、
十
数
年
取
材
を
続
け

て
き
た
が
始
め
て
の
体
験
で
あ
っ

た
。こ

れ
は
、
当
社
創
業
社
長
丹
田

益
生
氏
が
、
昭
和
六
十
年
創
業
以

前
に
お
茶
の
販
売
会
社
に
勤
め
て

い
た
こ
と
と
、
人
間
力
を
高
め
る

社
員
教
育
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

丹
田
社
長
は
、
お
茶
の
営
業
の

他
に
も
、
会
員
権
や
、
英
会
話
の

教
材
等
々
も
行
な
っ
て
い
た
。
勿

論
、
成
績
は
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
販
売
・
営
業

で
は
、
心
に
、
何
か
「
燃
え
る
も

の
」
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
あ
る
石

材
店
で
営
業
を
募
集
し
て
お
り
、

こ
の
仕
事
に
何
か
あ
る
の
で
は
と

感
じ
、
入
社
し
た
。
そ
し
て
、
多

く
の
顧
客
か
ら
、「
た
く
さ
ん
の

あ
り
が
と
う
の
感
謝
を
受
け
」、

「
人
の
心
の
部
分
に
入
っ
て
い
く

仕
事
」
で
あ
り
「
人
生
の
最
後
の

事
業
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
仕

事
」
で
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、

自
分
の
理
念
を
実
現
し
た
い
、
よ

り
良
い
仕
事
が
し
た
い
と
、
起
業

し
た
と
の
こ
と
。

当
社
は
、「
誠
意
・
品
質
Ｎ
Ｏ

１
」
を
原
点
に
、
墓
石
の
販
売
・

施
工
、
霊
園
の
開
発
・
販
売
・
管

理
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
企
業
と

し
て
、
常
に
業
界
に
先
駆
け
た
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
昭
和
六
十
一

年
以
来
一
万
八
千
以
上
の
お
墓
建

立
し
、
業
界
標
準
の
全
優
石
、
日

本
石
材
産
業
協
会
（
正
会
員
）
に

加
盟
し
、
平
成
十
四
年
に
は
国
土

交
通
大
臣
許
可
建
設
業
を
取
得
し

て
い
る
。

そ
の
沿
革
は
、
昭
和
六
十
年
、

や
ま
と
石
材
創
業
。
六
十
一
年
、

㈱
や
ま
と
石
材
設
立
。
そ
し
て
、

六
十
二
年
以
降
、
そ
の
発
展
は
目

覚
ま
し
く
、
越
谷
、
所
沢
、
千
葉
、

横
浜
、
多
摩
、
藤
沢
、
各
営
業
所

を
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

お
墓
と
は
、
亡
く
な
っ
た
人
を

祀
る
と
こ
ろ
、
ご
先
祖
を
供
養
す

る
と
こ
ろ
、
等
々
、
特
別
な
意
味

を
も
つ
大
切
な
場
所
だ
と
、
考
え

ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当

社
は
、「
顧
客
満
足
度
Ｎ
Ｏ
１
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
心
」
の
こ
も

っ
た
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
続
け

て
い
き
た
い
と
、
さ
ら
に
、
丹
田

社
長
は
、
顧
客
満
足
度
を
高
め
る

に
は
、
社
員
満
足
度
を
高
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
社
員

満
足
が
あ
っ
て
初
め
て
、
顧
客
満

足
度
が
生
ま
れ
る
と
考
え
、
さ
ら

に
、
社
員
満
足
と
は
、
仕
事
に
対

し
て
や
り
が
い
を
実
感
す
る
こ
と

と
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
基
本
に
た
ち
返
り
、

常
に
改
革
を
し
て
い
き
た
い
と
話

さ
れ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

西
部
有
限
会
社
共
和
エ
レ
ッ
ク

「
よ
り
良
い
環
境
と

安
心
を
サ
ポ
ー
ト
」

「
墓
石
の
販
売
か
ら
、墓
地
・

霊
園
の
開
発
・
管
理
ま
で
」
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会 社 名：有限会社 共和エレック
本 社：川越市大字上寺山１５８‐３
代 表 者：代表取締役 永島 明
設 立：平成１３年４月
資 本 金：１，０００万円
従業員数：２３名
事業内容：電気設備業・空調設備設計

施工・介護事業

DATA

会 社 名：株式会社 やまと石材

本 社：越谷市南越谷１‐２０‐１

代 表 者：代表取締役 丹田益生

創 業：１９８５年（昭和６０年）

資 本 金：５，０００万円

従業員数：２０２名（グループ全体）

事業内容：墓石の販売・施工、霊園の開発・

販売、管理

南
部
株
式
会
社
や
ま
と
石
材

丹
田
益
生
社
長

永
島

明
社
長

本
社
と
営
業
車

川
口
光
輪
メ
モ
リ
ア
ル
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・次世代抗体のデザイ

ン・創製

・様々な材料に結合する

ペプチドの開発

・ペプチドをベースとし

た人工酵素の開発

・リポソームやゲルとペ

プチドを組み合わせた

機能性材料

学歴・略歴

根本 直人

（ねもと なおと）

埼玉大学理工学研究科博

士後期課程修了後、三菱

化学生命科学研究所、産

業技術総合研究所、複数

の企業等で一貫して進化

分子工学を用いた機能性

ペプチドを研究。２００８年

から埼玉大学理工学研究

科准教授としてペプチド

と様々な材料を組み合わ

せた新規の機能性材料の

創製及びそれを用いたシ

ステムの開発に取り組ん

でいる。

品種改良は人間に役立つ動物や
植物を人為的に進化させ、味覚だけでなく耐寒性、
耐虫性などその生産性を飛躍的に向上させ人類に
大きく貢献してきました。埼玉大学には残念なが
ら農学部はありません。しかしながら、工学部で
は分子レベルでこの品種改良を従来の進化の数万
倍のスピードで試験管内進化させ人間に役立つタ
ンパク質やペプチドを取得する技術（進化分子工
学）が研究されています。
進化を単純化して言えば、多くの子孫をつくり
その中から環境または人間の都合に最も適合する
ものを選ぶプロセスということができます。この
ため子孫を多く作れれば作れるほど、多様性のあ
る子孫を作れれば作れるほど有利になります。わ
れわれの研究室では、植物や動物を用いずに人工
的に試験管の中で進化をさせたい分子（DNAや
タンパク質）のみを人工的に合成して増幅や変異
を実現させ、１万年分の進化を数時間や数日でさ
せることを可能にしています。例えれば、現在の
世界人口（７０億）の１００倍程度のものの中から１
週間で優れたものを選択するといった感じです。
このような技術は実は世界中でタンパク質工学
の先端技術としても研究されています。身近なと

ころでは、家庭用洗剤には酵素が４種類程度入っ
ていますが、これらは進化工学の技術により低温
でも洗うことが可能になり、洗剤のようなアルカ
リ条件下でも血液や汗の汚れが落とせるようにな
っています。また、医療分野では分子標的医薬品
として抗体医薬であるハーセプチン（乳がん）や
アクテムラ（関節リュウマチ）が特効薬として有
名です。
われわれの研究室では、アクテムラの標的とす
るインターロイキン６レセプターに対して抗体の
４０分の１という小さなペプチドでも同じような働
きが可能になることを見出してきました。抗体よ
り小さいだけで何がよいの
でしょうか？コストも小さ
くなりますが、それ以上に
熱安定性が高いことで診断
チップなどナノテクノロジ
ーとの組み合わせでより高
機能な製品を生み出す可能
性が期待されます。予防医
療時代の縁の下の力持ちに
なれればと日夜努力してお
ります。

付加価値の高いポリオレ

フィンの製造

学歴・略歴

中田 憲男

（なかた のりお）

２００３年京都大学大学院理

学研究科博士後期課程修

了。博士（理学）。筑波

大学大学院数理物質科学

研究科準研究員を経て、

２００７年から現職。２０１１―

２０１３年仏国ポール・サバ

チエ大学CNRS博士研

究員。２０１４年理化学研究

所客員研究員。専門は有

機金属化学、有機元素化

学

ポリプロピレンなどに代表され
るオレフィン系ポリマーは、優れた加工性や物性
を有しており、自動車、家電製品、飲料用容器な
ど私たちの生活に必要不可欠な存在であります。
オレフィン系ポリマーは、ポリマーの主鎖から側
鎖に対し枝のように出ている置換基の向きにより
その物性や性質が大きく異なり、同じ方向に出る
場合をイソタクチック、互い違いに出る場合をシ
ンジオタクチック、ランダムに出る場合をアタク
チックとそれぞれ呼ばれます。特にイソタクチッ
クポリマーは、耐熱性や加工性に優れており、汎
用性の高い高分子材料であることから、より高活
性かつ立体規則性の制御を目指した重合プロセス
の開発研究が古くから盛んに行われています。
最近我々は、酸素原子と硫黄原子をドナーとし、

trans‐シクロオクタンを縮環させた四座配位子
（以下、［OSSO］配位子と記す）を設計・開発
し、そのジルコニウム錯体ならびにハフニウム錯
体が様々なオレフィンの重合反応に対して、これ
までの配位重合触媒を凌ぐ高活性かつ完璧なイソ
タクチックポリマーを与える有用な触媒であるこ
とを見出しています。例えば、ジルコニウム錯体

は１‐ヘキセンを１秒間に８．３回という超高速で重
合する触媒として働きます。なお、この研究成果
はアメリカ化学会誌の表紙として取りあげられ、
国内だけでなく世界に対しても大きなインパクト
を与えました。一方、ハフニウム錯体を触媒とし
た重合反応においても、４‐メチル‐１‐ペンテンの
重合反応から絶縁被膜や絶縁フィルムとして市場
展開されているポリ（４‐メチル‐１‐ペンテン）が
従来の触媒よりも高分子量、高活性および完璧な
イソ特異的に得られ、新しい絶縁被膜材料として
応用が期待される成果を挙げています。
今後は、より実用化に向けた研究対象として、
従来の触媒系で
は合成困難な機
能性置換基を有
するオレフィン
の精密重合反応
の構築に向けて、
新たな［OSSO］
配位子の設計・
開発に取り組ん
でいます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

進化による有用タンパク質・ペプチド分子の創出―進化分子工学
埼玉大学大学院理工学研究科 物質科学部門 根 本 直 人 准教授

「精密立体制御」と「高活性」を同時達成するオレフィン重合触媒の開発
埼玉大学大学院理工学研究科 物質科学部門 中 田 憲 男 助教

固相上のアミノ基を認識す
るペプチドアプタマーの２
次構造予測
（アミノ基のような小さな
原子団を認識するペプチド
を世界で初めて創出）
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莫大なインフラを抱える我が国では、コンクリート構造物の
品質管理、劣化診断、そして長寿命化が求められています。
まずは、新設構造物への最新の強度管理技術です。現在、コ
ンクリート構造物の強度管理は、一般的に管理用の小さいテス
トピースを用いていますが、実構造物の強度とは大きく掛け離
れていることもあります。そのため、構造体コンクリートの強
度管理として、構造体そのものからコアを採取する方法があり
ますが、これでは構造体に与えるダメージが大きくなります。
そこで、日本非破壊検査協会では、構造体にあらかじめ凸をつ
け、それを取り外して強度試験を行うBOSS 供試体（Broken off
Specimens by Splitting）を規格化し、近年橋梁工事などで使用
されるようになりました。現在、JIS 化に向けて調整が行われ
ており、さらに ISOに向けたBOSS 供試体の形状を研究して
います。
次に、公共工事の品質確保の促進に関する法律が施行され、
入札方式に総合評価落札方式が適用されるようになりました。
そのため、入札価格に加えて技術力が評価されることから、コ

ンクリートの品質向上に関する研究や技術開発に取り組む必要
があります。そこで、現在は表層コンクリートの品質に大きく
影響を及ぼす養生方法を研究しており、また透気試験など表層
コンクリートの品質を非破壊で評価する方法も検討しています。
最後に、橋梁の長寿命化が求められている今、ようやく市町
村レベルまで橋梁の長寿命化修繕計画が策定されるようになり
ました。これまで、埼玉県内の市町村の計画策定のアドバイザ
ーを行ってきました。今後は、さらに産官学の繋がりを強化し
たいと思っています。

ものつくり大学では、４年生に卒業研
究あるいは卒業制作を課しています。２０
１３年度は本研究室で２名の学生が協力し

て表題の重力発電装置の制作を行いました。大仰な装置名です
が、おもりを持ち上げて、それが降りる力を利用して発電機を
回して照明を点灯するという、単純な機械です。
原発事故以来、電気エネルギーの確保が社会的課題として重
みを増していますが、小さな電球をわずかの間点すだけでも想
像以上のエネルギーが必要なことを、わかりやすく訴える機械
を作ろうというのが、そもそもの発端です。
たとえば１トンのおもりを１�持ち上げて降ろしても、１０W
の電球を十数分点すのがやっとです。百万ドルの夜景をつくる
のに、さて何トンのおもりを何�持ち上げる必要があるのか、
そう考えると背筋が寒くなります。
できあがったのは高さ１．７�の急斜面を滑車をつけた約９０�
のおもりが滑り降りる際、２．４Wの LED電球を１０分間点す、
はずの装置でした。
技術的ポイントは、いかに９０�のおもりを１０分間かけて一定
速度で降ろすかという点にありました。下手な定速化装置を使
うと、その摩擦だけでエネルギーを消費してしまいます。用い
た自転車用発電機の特性を利用し、適切に増速機を設計するこ

とで解決しました。全体の骨組みには木材を用い、増速機から
発電機に至る部分を金属で作りました。
ところが試運転を始めた途
端、メリメリと木製部分が壊
れてしまいました。金属部分
は慎重に強度計算したものの、
木製部分はエイヤで作ってし
まったのが原因です。それが
発表日の２日前。増速機の増
速比とおもりの重さを減らし、
点灯時間を１分にスペックダ
ウンしてなんとか体裁を整え
ました。
学生達が徹夜したのはいう
までもありません。感心なの
は他のテーマの学生達も見か
ねて遅くまで手伝ってくれた
ことです。この得難い（？）
経験を糧として、よい技術者
になってくれることを期待し
ています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

コンクリート構造物の品質管理
建設学科 澤 本 武 博 准教授

澤本 武博（さわもと たけひろ）准教授、博士（工学）、東京理科大学大学院理工学研究科土木工学専攻博士後期課程修了、
若築建設、東京理科大助手を経て２００５年５月からものつくり大学着任、日本コンクリート工学会、日本非破壊検査協会、土木学
会所属（連絡先：０４８‐５６４‐３８５６／sawamoto@iot.ac.jp）

重力発電装置制作顛末記
製造学科 平 岡 尚 文 教授

平岡 尚文（ひらおか なおふみ）教授、京都大学大学院修了、博士（工学）、特許５件、２００３年からものつくり大学 日本機
械学会、日本トライボロジー学会、砥粒加工学会所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４２／hiraoka@iot.ac.jp）

試験中の重力発電装置

コンクリートの透気試験Cube 型 BOSS供試体
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ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

代
表
取
締
役

社

長

西

海

栄

一

埼

玉

機

器

株

式

会

社

代

表

取

締

役

牛

窪

啓

詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代

表

取
締
役

大

野

建

設

株

式

会

社

到着順掲載紙上名刺交換会
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代
表
取
締
役

社

長

川

本

武

彦

株

式

会

社

サ

イ

サ

ン

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

斉
之
平
伸
一

三

州

製

菓

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

取
締
役
専
務

執
行
役
員

日

本

信

号

株

式

会

社

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代
表
取
締
役

社

長

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

副
代
表

ア
イ
デ
ッ
ク
ス
社
会
保
険
労
務
士
法
人

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

�
橋

洋

三

武

州

産

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

亀

井

寿

之

亀

井

産

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

望

月

諭

望

月

印

刷

株

式

会

社

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

根
岸

茂
文

職

員

一

同

到着順掲載紙上名刺交換会
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本
会
が
実
施
団
体
と
し
て
推
進
し
て

い
る
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
推
進
事
業
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
情

報
交
換
会
を
六
月
二
四
日
�
午
後
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
会
議
室
で

開
催
し
、
受
入
側
の
企
業
・
団
体
は
二

八
先
・
三
二
名
が
参
加
、
県
内
及
び
首

都
圏
の
大
学
関
係
者
は
三
九
大
学
・
四

八
名
、
合
計
八
〇
名
が
参
加
し
た
。

会
は
、
清
水
健
太
郎
埼
玉
県
産
業
労

働
部
産
業
人
材
育
成
課
主
幹
が
「
本
日

の
催
し
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
本

格
的
な
実
施
に
先
立
っ
て
、
大
学
関
係

者
と
受
入
先
と
が
直
接
交
流
し
て
い
た

だ
き
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
機
会

に
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

開
会
挨
拶
、
続
い
て
、
宮
田
信
久
本
会

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局
統
括
が
、

平
成
二
五
年
度
の
実
績
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
、
平
成
二
六
年
度
の
受
入
先
登
録

数
・
募
集
数
・
応
募
数
等
の
進
捗
状
況

を
説
明
。「
毎
年
の
傾
向
と
し
て
、
受

入
先
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
も
、
そ
の

中
で
約
四
〇
％
は
学
生
が
全
く
応
募
し

な
い
。
行
政
や
金
融
、
大
手
企
業
な
ど

特
定
先
へ
の
応
募
が
集
中
し
、
特
に
従

業
員
数
一
〇
〇
人
以
下
の
中
小
企
業
へ

の
応
募
が
少
な
い
。
大
学
関
係
の
皆
様

に
は
、
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で
き
る

中
小
企
業
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
よ
う
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」
と

依
頼
し
た
。

引
き
続
き
、
埼
玉
工
業
大
学
就
職
課

次
長
の
角
田
勝
政
氏
が
「
埼
玉
工
業
大

学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
例
紹
介
」
と

題
し
て
発
表
、
平
成
二
五
年
度
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
績
、
事
前
教
育
、
流

れ
な
ど
を
紹
介
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
学
生
は
、
そ
の
後
の
就

職
活
動
で
も
主
体
的
で
動
き
が
早
く
内

定
を
も
ら
う
確
率
が
高
い
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
就
職
活
動
と
の
関
係
性
は

深
い
と
感
じ
る
」
と
実
感
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
受
入
先
の
事
例
発
表
と
し

て
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
㈱
総
務
部
係
長
の

吉
岡
憲
一
氏
と
東
彩
ガ
ス
㈱
総
務
部
人

事
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
友
成
正

彦
氏
が
企
業
紹
介
、
過
去
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
実
績
な
ど
を
発
表
。
伊

田
テ
ク
ノ
ス
の
吉
岡
氏
は
受
入
の
目
的

と
し
て
、
①
自
社
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
、
②
職
場
の
活
性
化
が
図
れ
る
、
③

指
導
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き

る
、
そ
し
て
一
番
の
理
由
は
④
優
秀
な

人
材
と
出
会
え
る
こ
と
と
強
調
し
、「
平

成
二
四
年
度
に
は
実
習
生
の
中
か
ら
初

め
て
採
用
に
結
び
つ
き
、
活
躍
い
た
だ

い
て
い
る
」
と
語
り
、
東
彩
ガ
ス
の
友

成
氏
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
実
施
後
の
報

告
会
の
内
容
な
ど
を
紹
介
、
成
果
と
し

て
、「
学
生
か
ら
の
率
直
な
感
想
を
聞

く
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
、
刺
激
に
も

な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
当
社
の
実
習
を

通
し
て
学
生
に
新
た
な
き
づ
き
が
生
ま

れ
て
い
る
の
が
嬉
し
い
」
と
微
笑
ん
だ
。

大
学
お
よ
び
受
入
先
の
事
例
発
表
後

は
約
一
時
間
に
わ
た
り
情
報
交
換
会
を

開
催
し
た
。

情
報
交
換
会
は
名
刺
交
換
を
し
な
が

ら
受
入
先
側
と

大
学
側
が
マ
ッ

チ
ン
グ
率
向
上

と
、
よ
り
質
の

高
い
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実

現
に
向
け
て
今

年
度
の
状
況
や

今
後
の
見
通
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
留

意
事
項
、
要
望

事
項
な
ど
を
忌

憚
な
く
話
し
合
う
こ
と
が
目
的
で
開
催

さ
れ
、
会
場
で
は
積
極
的
に
か
つ
熱
心

に
情
報
交
換
す
る
姿
が
見
て
と
ら
れ
た
。

■
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
情

報
交
換
会

参
加
受
入
先
、

大
学

（
五
十
音
順
）

◇
受
入
先
◇

相
澤
鐵
工
所
、
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
、
ア

ズ
企
画
設
計
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
、
ウ
エ

ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
、

臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、

ウ
ム
ヴ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ァ
レ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
、
エ
ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ
、
大
野
建
設
、

加
藤
建
設
工
業
、
関
東
食
糧
、
埼
玉
ゴ

ム
工
業
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人

材
育
成
課
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
サ
ン

ケ
ン
電
気
、
心
司
会
介
護
老
人
保
健
施

設
し
ょ
う
わ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技

研
、
東
彩
ガ
ス
、
中
原
建
設
、
日
信
ソ

フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
隼
人
会
ま

き
ば
園
、
ベ
ル
ー
ナ
、
芳
香
会
、
む
さ

し
証
券
、
武
蔵
野
銀
行
、
ゆ
た
か
会
ゆ

た
か
保
育
園
、
リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク

◇
大
学
◇

青
山
学
院
大
学
、
足
利
工
業
大
学
、
跡

見
学
園
女
子
大
学
、
川
村
学
園
大
学
、

杏
林
大
学
、
國
學
院
大
学
、
埼
玉
大
学
、

埼
玉
学
園
大
学
、
埼
玉
県
立
大
学
、
埼

玉
工
業
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
十
文

字
学
園
大
学
、
淑
徳
大
学
、
首
都
大
学

東
京
、
城
西
大
学
、
昭
和
女
子
大
学
、

女
子
栄
養
大
学
、
成
蹊
大
学
、
聖
学
院

大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
東
京
家
政
学

院
大
学
、
東
京
工
科
大
学
、
東
京
国
際

大
学
、
東
京
成
徳
大
学
、
東
京
電
機
大

学
、
東
京
都
市
大
学
、
東
洋
大
学
、
東

洋
学
園
大
学
、
獨
協
大
学
、
日
本
工
業

大
学
、
日
本
女
子
大
学
、
日
本
女
子
体

育
大
学
、
日
本
薬
科
大
学
、
文
教
大
学
、

文
京
学
院
大
学
、
目
白
大
学
、
も
の
つ

く
り
大
学
、
立
教
大
学
、
立
正
大
学

平平
成成
二二
六六
年年
度度

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
ガガ
イイ
ダダ

ンン
スス
・・
情情
報報
交交
換換
会会
をを
開開
催催

情
報
交
換
会
の
様
子

満
席
と
な
っ
た
会
場

埼
玉
工
業
大
学
・

角
田
勝
政
氏

伊
田
テ
ク
ノ
ス
㈱
・

吉
岡
憲
一
氏

東
彩
ガ
ス
㈱
・

友
成
正
彦
氏
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�調査対象 ……………………………５９４社

有効回答数 ………………………１６５社

回収率……………………………２７．８％

�業種内訳 �内製造業………………８１社
�内非製造業……………８４社

�資本金別
�５０００万円以下………………………７９社
�５０００万円超～１億円以下…………３９社
�１億円超～３億円以下……………１３社
�３億円超……………………………３４社

企業経営動向調査（１４年４月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近のDI は悪化しており、特に非製
造業は２４ポイントの大幅悪化と、消費
増税の影響を大きく受けていることが
うかがわれる。

�先行きのDI は、非製造業でプラスに
転じるものの、全社ベースでは「＋１」
と現状比横ばいと好況に転じるとの見
方は少ない。

１４年４月調査

－２

＋４

－８

＋１

－６

＋８

１４年１月調査

＋１７

＋１８

＋１６

－３

－２

－５

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、前回調査からは大幅に
悪化。特に非製造業は４７ポイントの悪
化となり、買い控え等の影響が大きく
でているものとみられる。

�先行きのDI は、全社では最近比では
ほぼ横ばいとみており、景気が好転す
るとの見方は少ない。

１４年４月調査

＋８

＋１６

±０

＋９

＋５

＋１３

１４年１月調査

＋４６

＋４４

＋４７

＋１８

＋１６

＋２１

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

Ⅰ．景況判断

�最近のDI は、前回調査比で非製造業
は１４ポイントの悪化となるものの、引
き続き製造業・非製造業ともにプラス
を維持しており、大きな変化はみられ
ない。

�先行きDI については、ほぼ横ばいで
推移し、業況が好転するとの見方は少
ない。

１４年４調査

＋６

＋１１

＋１

＋８

＋５

＋１１

１４年１月調査

＋１２

＋１０

＋１５

＋１

－１

＋３

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

―２１―



�最近のDI は、わずかに過剰感が低下、
また、先行きDI は、現状比で大きな
変化はみられず、設備投資需要の盛り
上がりは期待できない状況にある。

１４年４月調査

－３

－４

－２

－１

＋１

－２

１４年１月調査

－９

－１５

－３

－３

－４

－３

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、前回調査比「＋３」と
駆け込み需要に伴う在庫積み増しの影
響がみられる。

�先行きのDI は、さらに在庫水準が低
下し、適正水準に近づくとみている。

１４年４月調査

＋１１

＋１９

＋４

＋２

＋７

－４

１４年１月調査

＋８

＋１４

＋２

＋３

＋８

－２

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

Ⅲ．その他

Ⅱ－１．経営動向（売上高）

�１４年１－３月期の売上高DI は、駆け込み需
要等の要因により高水準を維持している。

�今後の見通しDI の４－６月期は、前四半期
比で全社ベースで５０ポイント悪化。駆け込み
需要の反動減から、製造業、非製造業ともに
大幅な悪化となるものの、７－９月期につい
ては、全社ベースで３０ポイント改善し「＋１２」
と売上は持ち直すものとみている。

（注）１４／１－３、１４／４－６月期の上段の（ ）内の数値は１４年１月調査時の見通し

見 通 し

１４／７－９

＋１２

＋１

＋２３

１４／４－６

（－１７）
－１８

（－２０）
－１６

（－１４）
－１９

実 績

１４／１－３

（＋１６）
＋３２

（＋１４）
＋３０

（＋１７）
＋３３

１３／１０－１２

＋３２

＋２５

＋４０

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�１４年１－３月期の経常利益DI は、前四半期
比で、全社では横ばいで、引き続き高水準を
維持するものの、４－６月期は売上高同様、
大幅な悪化となり、７－９月期は製造業、非
製造業ともに持ち直すものとみている。

（注）１４／１－３、１４／４－６月期の上段の（ ）内の数値は１４年１月調査時の見通し

見 通 し

１４／７－９

＋７

－３

＋１６

１４／４－６

（－２３）
－２７

（－２０）
－２２

（－２６）
－３３

実 績

１４／１－３

（＋１０）
＋１９

（＋１１）
＋２５

（＋９）
＋１３

１３／１０－１２

＋２２

＋１６

＋２９

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

―２２―



�最近のDI は、非製造業では引き続き
大幅な不足状態が続いている。

�先行きのDI は、現状比で製造業では
ほぼ適正水準に戻るものの、非製造業
は依然大幅な不足状況が続くものとみ
ている。

１４年４月調査

－１４

－３

－２５

－１３

＋１

－２７

１４年１月調査

－２０

－５

－３５

－１３

＋９

－３５

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�DI は、現状、先行きとも大きな変化
はみられず、特に繁忙感はみられない。

１４年４月調査

＋９

＋７

＋１１

＋４

＋１

＋６

１４年１月調査

＋６

＋３

＋９

＋２

＋１

＋７

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、非製造業は上昇傾向は
落ち着くものの、製造業は引き続き下
落傾向が続くとみている。

１４年４月調査

－６

－１２

＋１

－４

－１６

＋７

１４年１月調査

－２

－１４

＋１０

－６

－１７

＋５

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�現状と先行きともにDI は、「＋４２」
と依然仕入れ価格が上昇との回答が多
くなっている。

１４年４月調査

＋４２

＋４６

＋３９

＋４２

＋４１

＋４２

１４年１月調査

＋３６

＋３６

＋３７

＋４５

＋５０

＋３９

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―２３―



特別調査「新卒採用動向、外国人留学生採用状況及び賃金改定に関する調査」

１．平成２６年度（平成２６年４月採用）の新卒者採用の有無及び平成２７年度（平成２７年４月採用）計画について

� 平成２６年４月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体１６５（内製造業８１、内非製造業８５）

�すべての回答先に…平成２７年４月の採用予定は平成２６年度採用実績に比べどのようになりますか。

◇アベノミクス効果により経済は改善したものの、新卒採用については昨年度比ではほぼ横ばいにとどまっている。

◇平成２７年度の採用予定については、「変わらない」が半数以上となっているが、製造業、非製造業とも「増加する」が「減少する」を上
回っており、新卒の採用は今年度よりは増加するとみられる。

� �で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

◇学歴別採用状況は、大卒採用率が最も多く、次に高校卒となっている。
◇前年度との比較では、大学院卒と高校卒を採用した企業が増加しており、特に製造業では大学院卒の採用は約４０％に、高校卒の採用は約７０％
となっている。

―２４―



� 外国人留学生を採用する理由は？（複数回答可） ＊�で「採用した」または「採用する予定」と回答した先に質問。

� 採用した、または採用する予定の外国人留学生の出身国（地域）は？（複数回答可）

◇外国人留学生を「採用した」または「採用予定」と回答した企業は、１１％となり、業種別にみると製造業は１５％、非製造業は６％とな
っており、製造業の方が外国人留学生の採用意欲が高いことがうかがわれる。

◇外国人留学生を採用する理由としては、製造業、非製造業とも「グローバル展開する上での多様な人材の確保」という理由が最も多く、
次いで「海外進出（予定）国の人材確保」となっている。

◇製造業、非製造業ともに出身国は中国が最も多く、ベトナムが次いでいる。

２．外国人留学生の採用について

� 平成２６年度中（２６年４月～２７年３月）に外国人留学生を採用した、または採用する予定がありますか？

―２５―



＊従業員数別賃金改定の実施状況

� 年収ベースでの改定率の水準は？ �の質問で、「実施した」及び「実施する予定」と回答した先に質問

◇賃金改定を「実施した」または「実施予定」の合計は、製造業は回答７９先の中で６７先・８５％、非製造業は回答８４先の中で６２先・７４％で、
全体でも８割の企業で実施・実施予定と回答している。

◇従業員規模別の賃金改定の実施状況（実施済・実施予定）は、従業員５１～１００人以下の規模は９７％と極めて高く、次いで１０１～３００人以下が８０
％、１～５０人は７５％、３００人以上は７０％と、最も低くなっている。

◇年収ベースの改定率の水準は、製造業、非製造業とも「１～２％未満」の改定が最も多く、約５０％を占めており、次いで「２～３％未
満」が１９％、「３％以上」の回答は１２％となっている。

３．平成２６年度の賃金改定結果（見込み）について

� 平成２６年度は賃金改定を実施しましたか？

―２６―



������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

西
村
和
義
会
長
杯
争
奪
の
第
四
回
目

と
な
る
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
六

月
一
三
日
�
、
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
八
組
三
〇

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

梅
雨
に
入
り
前
日
ま
で
降
雨
続
き
だ

っ
た
が
、
当
日
の
朝
は
快
晴
と
な
り
、

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
っ
た
。
芝
生

の
緑
が
一
番
き
れ
い
な
時
期
の
名
門
コ

ー
ス
で
、
ア
ウ
ト
と
イ
ン
四
組
づ
つ
に

分
か
れ
て
の
同
時
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
日

頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
細
沼
哲

夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
㈱
代
表
取

締
役
会
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、
ル
ー
ル

説
明
や
初
参
加
の
方
の
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
今
回
は
出
場
三
〇
名
中
七
名

の
方
が
初
参
加
と
な
っ
た
。

前
半
の
プ
レ
ー
を
終
え
た
と
こ
ろ
で

雷
雨
と
な
り
、
後
半
の
ス
タ
ー
ト
は
予

定
時
間
よ
り
四
〇
分
ほ
ど
遅
れ
た
が
、

そ
の
後
は
中
断
も
な
く
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り
ス
コ
ア

を
集
計
し
、
順
位
を
決
定
す
る
こ
の
大

会
で
、
総
合
優
勝
と
な
る
第
四
回
西
村

会
長
杯
は
ア
ウ
ト
三
九
、
イ
ン
四
一
、

グ
ロ
ス
八
〇
、
ハ
ン
デ
八
・
四
、
ネ
ッ

ト
七
一
・
六
で
植
田
耕
作
氏
（
日
本
メ

タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）
が
獲
得
、
植
田
会
長
は
七
〇
歳
以

上
で
競
う
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
で
も

優
勝
、
さ
ら
に
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
獲

得
し
、
ト
リ
プ
ル
受
賞
と
な
っ
た
。
六

〇
歳
以
上
の
参
加
者
で
競
う
シ
ニ
ア
の

部
で
は
優
勝
は
杉
田
圭
三
氏
（
㈱
Ｃ
Ｗ

Ｍ
総
合
経
営
研
究
所
代
表
取
締
役
社

長
）
が
獲
得
し
た
。
な
お
、
こ
の
大
会

で
は
初
参
加
の
方
は
三
位
以
上
入
賞
の

権
利
は
無
し
と
し
て
い
る
。

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
が
開

会
挨
拶
、
藤
池
副
競
技
委
員
長
の
進
行

に
よ
り
総
合
優
勝
の
西
村
会
長
杯
は
西

村
和
義
本
会
会
長
か
ら
、
そ
し
て
、
シ

ニ
ア
優
勝
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
、

順
位
賞
な
ど
は
細
沼
競
技
委
員
長
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
に
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
を
獲

得
さ
れ
た
方
々
が
ス
ピ
ー
チ
、
そ
し
て

今
回
初
参
加
の
方
々
が
自
己
紹
介
を
行

い
、
情
報
交
換
な
ら
び
に
懇
親
な
ど
も

図
ら
れ
、
和
や
か
に
閉
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
二
月
五
日
�
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
笹
岡
コ

ー
ス
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

第４回西村会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２６年６月１３日� 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優 勝 植田 耕作 日本メタルガスケット㈱ 代表取締役会長 ３９ ４１ ８０ ８．４ ７１．６

準優勝 園部 明彦 ㈱ 中 央 医 研 代表取締役社長 ４７ ５１ ９８ ２５．２ ７２．８

３ 位 杉田 圭三 ㈱CWM総合経営研究所 代表取締役社長 ４８ ４８ ９６ ２２．８ ７３．２

４ 位 大野 年司 大 野 建 設 ㈱ 代表取締役社長 ５３ ５２ １０５ ３４．８ ７０．２

５ 位 満岡 隆一 ボ ッ シ ュ ㈱ 専務取締役 ４５ ５２ ９７ ２４．０ ７３．０

※大野氏、満岡氏は初参加で三位以上入賞の権利が無いため、それぞれ、四位、五位となった。

ベスグロ 植田 耕作 日本メタルガスケット㈱ 代表取締役会長 ３９ ４１ ８０ ― ―

２．シニアの部

優 勝 杉田 圭三 ㈱CWM総合経営研究所 代表取締役社長 ４８ ４８ ９６ ２２．８ ７３．２

準優勝 田中徳兵衛 セントラル自動車技研㈱ 代表取締役社長 ５５ ５５ １１０ ３６．０ ７４．０

３．グランドシニア

優 勝 植田 耕作 日本メタルガスケット㈱ 代表取締役会長 ３９ ４１ ８０ ８．４ ７１．６

第

四

回

西
村
会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

日日
本本
メメ
タタ
ルル
ガガ
スス
ケケ
ッッ
トト
・・
植植
田田
耕耕
作作

会会
長長
がが
総総
合合
のの
部部
、、
ググ
ララ
ンン
ドド
シシ
ニニ
アア

のの
部部
優優
勝勝
、、
ベベ
スス
ググ
ロロ
もも
獲獲
得得

ス
タ
ー
ト
前
の
集
合
写
真

シ
ニ
ア
の
部
優
勝
の
C
W
M
総
合
経
営

研
究
所
・
杉
田
圭
三
社
長

西
村
会
長
杯
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
、

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
受
賞
の
日
本
メ
タ
ル

ガ
ス
ケ
ッ
ト
・
植
田
耕
作
会
長

プ
レ
イ
後
の
成
績
発
表
・
懇
親
会

―２７―



労
働
者
の
自
殺
を
め
ぐ
る
労
災
の

業
務
上
認
定
と
そ
れ
に
伴
う
使
用
者

の
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
よ
る
損
害

賠
償
と
い
う
問
題
が
、
わ
が
国
企
業

社
会
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
自
殺
の
真
因
は
不
明
な

こ
と
が
多
く
、
確
か
に
長
時
間
労
働

は
問
題
で
あ
る
に
し
て
も
、
労
災
認

定
基
準
の
発
症
前
一
カ
月
の
お
お
む

ね
一
六
〇
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
と
い
っ
た
長
時
間

時
間
外
労
働
が
、
果

た
し
て
、
真
の
原
因

か
に
つ
い
て
、「
長

時
間
労
働
と
精
神
疾

患
の
発
症
と
の
明
確

な
関
連
性
は
ま
だ
十

分
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。」（
独
法

産
医
総
研
、
原
谷
隆
史
教
授
）
と
い

う
疑
問
が
あ
る
。

ま
た
、
自
殺
そ
の
も
の
は
労
災
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
業
務
上
疾
病
が
補

償
対
象
で
あ
り
、「
う
つ
病
等
の
発

症→

自
殺
」
と
い
う
認
定
が
必
要
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
災
事

案
の
七
六
％
の
者
は
、
事
前
に
精
神

科
医
等
の
診
断
を
受
け
て
お
ら
ず
、

あ
る
日
突
然
の
自
殺
と
い
う
場
合
が

多
く
、
事
前
に
予
見
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
労

働
省
委
託
調
査
）。

す
な
わ
ち
、「
自
殺
を
予
測
す
る

適
切
な
方
法
は
残
念
な
が
ら
存
在
し

な
い
。」（
高
橋
祥
友
教
授
訳
『
自
殺

予
防
・
臨
床
マ
ニ
ュ
ア
ル
』）
と
い

う
よ
う
に
、
自
殺
の
真
因
は
不
明
と

い
う
の
が
事
実
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
当
に
業
務
が
原
因
で

の
自
殺
な
の
か
と
疑
問
を
抱
く
使
用

者
も
多
い
。

厚
生
労
働
省
の
労
災
認
定
基
準
で

あ
る
、
前
記
「
一
六
〇
時
間
」
と
か
、

「『
中
』
程
度
と
評
価
さ
れ
る
出
来

事
の
後
に
恒
常
的
な
長
時
間
労
働

（
月
一
〇
〇
時
間
程
度
と
な
る
時
間

外
労
働
）
が
認
め
ら
れ
る
場
合
」
と

い
っ
た
認
定
基
準
に
よ
り
、
あ
る
日

突
然
の
自
殺
が
あ
っ
た
後
に
、
被
災

労
働
者
に
関
し
、
事
後
に
お
い
て
職

権
で
遺
族
や
会
社
関
係
者
か
ら
聴
取

し
、
そ
れ
を
も
と
に
、
調
査
を
行
い
、

認
定
基
準
に
あ
て
は
め
て
認
定
す
る

の
が
通
常
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
多
く
の
関
係
者
は

被
災
者
の
自
殺
を
哀
悼
し
、
同
情
的

と
な
る
の
が
一
般
的
な
の
で
、
結
局
、

基
準
に
該
当
す
る
方
向
で
の
資
料
が

収
集
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
る
自

殺
の
業
務
上
認
定
は
、
果
た
し
て
本

当
に
そ
れ
が
業
務
上
の
原
因
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で

あ
っ
て
も
、
認
定
基
準
に
よ
っ
て
業

務
上
と
認
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
長

時
間
労
働→

う
つ
病
等→

自
殺
」
と

い
っ
た
、
そ
れ
が
真
実
で
な
く
仮
に

仮
説
で
あ
っ
た
と
し
て
も
社
会
的
施

策
と
し
て
、
医
学
的
な
立
場
を
離
れ

て
社
会
的
に
承
認
を
得
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、「
労
働
者
が
労
働

日
に
長
時
間
に
わ
た
り
業
務
に
従
事

す
る
状
況
が
継
続
す
る
な
ど
し
て
、

疲
労
や
心
理
的
負
荷
等
が
過
度
に
蓄

積
す
る
と
、
労
働
者
の
心
身
の
健
康

を
損
な
う
危
険
の
あ
る
こ
と
は
、
周

知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
し
て
、

使
用
者
は
労
働
者
の
健
康
に
配
慮
し

て
労
働
者
の
従
事
す
る
作
業
を
適
切

に
管
理
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
義

務
が
あ
り
、
労
働
者
の
心
身
の
健
康

を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す

べ
き
義
務
を
負
う
（
最
高
裁
二
小
判
、

平
一
二
・
三
・
二
四
、
電
通
事
件
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
使
用
者
と
し

て
、
真
の
自
殺
原
因
は
不
明
で
、
真

因
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
い
わ
ば
こ

れ
が
わ
が
国
の
社
会
的
仮
説
で
あ
り
、

政
策
な
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
合

意
と
し
て
定
着
し
た
も
の
と
し
て
理

解
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。

本
会
は
、
去
る
５
月
１５
日
、
県
教

育
委
員
会
関
根
教
育
長
の
訪
問
を
受

け
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の

積
極
的
な
採
用
に
つ
い
て
要
請
を
受

け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
経
済
状
況
に
回
復

の
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
る
中
で
、
よ

り
多
く
の
採
用
枠
の
確
保
を
本
会
に

求
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
２５
年
度
の
高
校
生
の
就
職
に

つ
い
て
は
、
厳
し
い
な
が
ら
も
明
る

さ
の
見
え
た
年
で
し
た
。
３
月
末
の

内
定
率
は
、
各
企
業
の
御
協
力
を
も

ち
ま
し
て
、
前
年
を
上
回
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

後
の
経
済
状
況
も
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
高
校
生
の
就
職
希

望
先
は
、
県
内
に
求
め
る
比
率
が
高

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
と
も
に
、
地

元
企
業
へ
の
就
職
希
望
が
増
え
て
お

り
ま
す
。

各
企
業
に
お
い
て
は
、
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者
等
の
採
用
に
慎
重

に
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、

企
業
の
将
来
を
担
う
若
い
人
材
の
確

保
も
肝
要
か
と
存
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
２１
世
紀
の
地
元

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
を
担
う
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
一
人
で
も

多
く
採
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
の
求
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安

定
所
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
９
月
１６
日
の
選
考
開
始
日

よ
り
前
に
高
校
生
が
企
業
見
学
等
を

す
る
際
に
、
選
考
に
係
る
書
類
の
持

参
を
求
め
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
殺
の
業
務
上
認
定
の

社
会
的
仮
説

弁
護
士

安
西

�

採
用
に
関
す
る
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長
よ
り
要
請
を
受
け
る

関根郁夫埼玉県教育委員会教育長（右）より要請を受ける
根岸専務理事

―２８―



夏
の
節
電
に
御
協
力
を

サ
イ
タ
マ
ス
マ
イ
ル
ウ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

「
働
く
女
性
応
援
講
座
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
・

ト
レ
イ
ン
を
運
行
中

夢
あ
る
埼
玉
・
就
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
合
同
企
業
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す

埼
玉
県
障
害
者
ワ
ー
ク

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

今
年
の
夏
の
東
京
電
力
管
内
の
電
力
需
給

に
つ
い
て
は
、
余
裕
が
あ
る
と
の
見
通
し
が

政
府
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
見
通
し
に
お
い
て
は
企
業

や
家
庭
の
定
着
し
た
節
電
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
猛
暑
に
よ
る
需
要
急
増
や
火
力

発
電
所
の
不
測
の
停
止
な
ど
に
よ
り
、
電
力

需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
無
理
の
な
い
範
囲

で
着
実
に
節
電
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
を
お
願
い
す
る
の
は
、
９
月
３０
日
�

ま
で
の
平
日
９
時
〜
２０
時
で
す
。

具
体
的
な
節
電
メ
ニ
ュ
ー
等
に
つ
い
て
は
、

政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

http
://setsuden.go.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

〜
女
性
の
働
く
を
も
っ
と
応
援
〜

平
成
２６
年
９
月
１３
日
�
と
１４
日
�
に
さ
い

た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア

リ
ー
ナ
で
「
サ
イ
タ
マ

ス
マ
イ
ル

ウ
ー

マ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

女
性
向
け
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
揃

え
た
女
性
消
費
者
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

美
容
や
グ
ル
メ
、子
育
て
用
品
な
ど
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
展
示
・
即
売
し
ま
す
。
無
料
の

サ
ン
プ
ル
配
布
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽

選
会
も
行
い
ま
す
。

会
場
内
で
は
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
女
性
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。
詳

細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

多
く
の
女
性
や
御
家
族
連
れ
の
御
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

http
://sm

ile-w
om
en-festa.com

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
０
８
）

県
で
は
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
等
と
協
力

し
て
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
や
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
頑
張
る
女
性
を
応
援
す
る

た
め
の
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
企
業
の

女
性
従
業
員
の
研
修
の
一
環
と
し
て
も
御
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象

県
内
在
住
・
在
勤
で
、
現
在
働
い
て

い
る
女
性

開
催
日
時

９
月
１７
日
、
１０
月
２２
日
、
１１
月

１９
日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
１０
時
〜
１６
時
）、

９
月
２７
日
（
土
曜
日
、
１３
時
〜
１６
時
）

場
所

W
ith
Y
ou

さ
い
た
ま
セ
ミ
ナ
ー
室

費
用

無
料

申
込

電
話
、
メ
ー
ル
で
県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
へ（
８
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
）

備
考

託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り
（
要
問
い
合
わ

せ
）

各
日
の
講
座
の
テ
ー
マ
や
そ
の
他
詳
細
は
、

次
の
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

om
ancareer-saitam

a.jp/stepup/
sem
inar/index.htm

l

�
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

（
０
４
８
―
６
０
１
―
５
８
１
０
）

m
013111k@

pref.saitam
a.lg.jp

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
西
武
グ
ル
ー
プ
、
東
武
鉄
道
と

連
携
し
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
・
ト
レ
イ
ン
を

西
武
鉄
道
池
袋
線
と
、
東
武
鉄
道
東
武
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
・
日
比
谷
線
直
通
で
１１
月

下
旬
ま
で
運
行
。

車
体
に
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
た
漫
画
家
・

浦
野
千
賀
子
氏
の
代
表
作
「
ア
タ
ッ
ク
№

１
」
の
主
人
公
・
鮎
原
こ
ず
え
の
「
未
来
予

想
図
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
は

「
ア
タ
ッ
ク
№
１
」
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制

作
会
社
が
特
別
に
描
き
下
ろ
し
。「
仕
事
も

趣
味
も
私
ら
し
く
」
生
き
る
未
来
の
姿
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

平
成
２６
年
９
月
１７
日
�
に
県
内
経
済
団
体

や
金
融
機
関
と
連
携
し
て
、
合
同
企
業
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
面
接
会
は
県
が
実

施
し
て
い
る
夢
あ
る
埼
玉
・
就
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
、
平
成
２７
年
３
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
等
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
参
加
企
業
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
来
場

者
と
の
面
接
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
の
御
見

学
は
自
由
で
す
の
で
、
今
後
採
用
を
検
討
さ

れ
て
い
る
事
業
所
の
皆
様
は
是
非
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
面
接
会
へ
の
参
加
は
県
内
経
済
団

体
や
金
融
機
関
と
連
携
し
て
決
定
し
て
い
ま

す
。
御
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
御

連
絡
下
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
３
８
）

県
で
は
、
事
業
主
を
は
じ
め
広
く
県
民
の

方
に
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
「
埼
玉
県
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ

ア
」
を
、
９
月
の
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
に

合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
御

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１

イ
ベ
ン
ト
概
要

�
優
秀
勤
労
障
害
者
や
障
害
者
雇
用
優
良
事

業
所
の
表
彰

�
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
講
演
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

�
展
示
・
販
売
・
実
演

障
害
者
団
体
等
に
よ
る
手
作
り
パ
ン
、
お

菓
子
等
の
販
売
、
特
別
支
援
学
校
生
徒
に
よ

る
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
な
ど

２

日
時
等

�
日
時

平
成
２６
年
９
月
１８
日
�
午
前
１１
時

〜
午
後
４
時

�
場
所

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
浦
和
駅
東
口
下
車
徒
歩
す
ぐ
・
コ
ム
ナ

ー
レ
１０
階
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
３
６
）

県
で
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
標
記
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
常

用
労
働
者
３０
人
以
上
を
雇
用
す
る
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
労
使
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
概
要
を
来
年
６
月
下
旬
に
、

詳
細
を
来
年
１１
月
中
旬
に
厚
生
労
働
省
が
発

表
す
る
予
定
で
す
。

調
査
票
の
返
送
期
限
は
７
月
２２
日
�
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
７
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

昨年度の様子

コバトン

運行を始めたウーマノミクス・トレイン�浦野千賀子・TMS

―２９―

































































































































経
団
連
定
時
総
会
を
開
催
／
榊
原

新
会
長
を
選
任

―
新
体
制
・
事
業
方
針
な
ど
を
承

認
／
安
倍
首
相
が
あ
い
さ
つ
で

官
民
一
体
の
改
革
取
り
組
み
を

強
調

経
団
連
は
６
月
３
日
、
東
京
・
大
手
町

の
経
団
連
会
館
で
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
に
は
経
団
連
の
会
員
代
表
者
ら
約
５

０
０
名
が
出
席
。
２
期
４
年
に
わ
た
り
会

長
を
務
め
た
米
倉
弘
昌
・
住
友
化
学
会
長

が
退
任
し
、
新
会
長
に
榊
原
定
征
・
東
レ

会
長
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
西
宏
明
・

日
立
製
作
所
会
長
、
木
村
康
・
Ｊ
Ｘ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
、
鵜
浦
博
夫
・
日
本

電
信
電
話
社
長
、
古
賀
信
行
・
野
村
證
券

会
長
の
４
氏
が
新
た
に
副
会
長
に
就
任
。

２
０
１
３
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
１
４
年
度

事
業
方
針
お
よ
び
収
支
予
算
な
ど
の
議
件

が
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
新
体
制
と
事
業
方

針
が
決
定
し
た
。

総
会
に
は
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
、
麻

生
太
郎
副
総
理
・
財
務
大
臣
、
甘
利
明
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
岸
田
文
雄
外
務
大

臣
が
来
賓
と
し
て
出
席
。

安
倍
総
理
は
、
法
人
税
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

農
政
・
労
働
時
間
法
制
等
を
め
ぐ
る
課
題

認
識
や
経
済
連
携
協
定
の
進
捗
状
況
に
触

れ
、
官
民
一
体
で
さ
ら
な
る
改
革
と
成
長

の
実
現
に
取
り
組
む
と
の
決
意
を
表
明
し

た
。続

い
て
、
甘
利
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

が
、
成
長
戦
略
の
実
現
に
関
わ
る
環
境
整

備
は
順
調
で
あ
り
、
政
策
目
標
の
実
現
と

さ
ら
な
る
改
革
実
行
に
向
け
て
、
榊
原
新

会
長
の
協
力
を
求
め
た
。

最
後
に
、
岸
田
外
務
大
臣
は
、
企
業
の

海
外
展
開
に
か
か
わ
る
支
援
体
制
の
整
備
、

経
済
連
携
交
渉
の
着
実
な
前
進
な
ど
を
説

明
し
、
経
済
界
と
の
対
話
を
通
じ
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
た
い
と
述
べ
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
米
倉
会
長
は
、
４
年

間
の
任
期
を
振
り
返
り
、
東
日
本
大
震
災

時
の
支
援
活
動
が
最
も
心
に
残
っ
た
と
し

て
、
本
格
的
な
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
を
あ
ら
た
め
て
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
全
国
１１
都
市
で
実
証
実
験
を
行

う
「
未
来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
進
捗
状
況
と
成
果
を
紹
介
し
た
う
え
で
、

環
境
・
医
療
等
の
技
術
革
新
が
新
産
業
創

出
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
期
待
を
示
し
た
。

さ
ら
に
わ
が
国
の
経
済
連
携
の
進
展
を

評
価
し
、
日
Ｅ
Ｕ
間
の
業
界
対
話
が
政
府

間
交
渉
の
契
機
と
な
っ
た
経
緯
や
中
国
と

の
交
流
等
、
民
間
外
交
の
重
要
性
を
あ
ら

た
め
て
強
調
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
榊
原
会
長
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
経
済
の
好
循
環
が
始

動
し
つ
つ
あ
る
今
が
日
本
再
興
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
指
摘
。
経
済
再
生
の
カ
ギ
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
特
に
技
術
革
新
に
あ

り
、
日
本
経
済
を
牽
引
す
る
新
産
業
創
出

に
向
け
「
未
来
創
造
型
技
術
立
国
」
を
目

指
す
べ
き
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
社
会
保
障
改
革
や
農
業
の
成

長
産
業
化
な
ど
、
経
済
・
社
会
全
体
の
大

胆
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
こ

と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
長
を
取
り
込
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
。
広
域
の
経
済

連
携
の
推
進
や
国
際
的
な
イ
コ
ー
ル
・
フ

ッ
テ
ィ
ン
グ
の
実
現
を
求
め
た
。

最
後
に
今
後
の
課
題
と
し
て
、
�
「
経

団
連
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
�
政
治
や
経
済

団
体
等
と
の
連
携
強
化
�
中
国
・
韓
国
を

は
じ
め
諸
外
国
の
政
府
・
経
済
界
と
の
戦

略
的
対
話
の
推
進

等
に
取
り
組
む
と

の
意
向
を
示
し
た
。

甘
利
内
閣
府
特
命
担
当
相
と
の

懇
談
会
開
催

―
「
骨
太
方
針
」「
日
本
再
興
戦

略
」
改
訂
の
素
案
を
踏
ま
え

意
見
交
換

経
団
連
（
榊
原
定
征
会
長
）
は
６
月
１８

日
、
都
内
で
甘
利
明
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
経
済
財
政
政
策
）
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
た
。
内
閣
府
か
ら
は
甘
利
大
臣
、
西

村
康
稔
副
大
臣
、
小
泉
進
次
郎
大
臣
政
務

官
ほ
か
幹
部
ら
が
、
経
団
連
か
ら
は
榊
原

会
長
、
岩
沙
弘
道
審
議
員
会
議
長
を
は
じ

め
、
副
会
長
ら
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
榊
原
会
長
は
、「
安
倍
政
権
の

発
足
か
ら
約
１
年
半
、
日
本
経
済
は
経
済

指
標
が
軒
並
み
改
善
し
、
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
も
近
づ
き
つ
つ
あ
る
な
ど
、
大
き
く

か
つ
確
実
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
」
と
指

摘
。
ま
た
、「
骨
太
方
針
」
な
ら
び
に
「
日

本
再
興
戦
略
」
の
改
訂
の
素
案
に
お
い
て
、

経
済
界
の
要
望
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た

点
を
高
く
評
価
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
今

こ
そ
政
治
と
経
済
界
が
二
人
三
脚
で
、
日

本
の
再
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
甘
利
大
臣
か
ら
、「
骨
太
方
針
」

な
ら
び
に
「
日
本
再
興
戦
略
」
の
改
訂
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
行
す
る
う
え
で
、

政
策
効
果
を
高
め
る
た
め
に
も
、
デ
フ
レ

脱
却
が
重
要
で
あ
る
」「『
日
本
再
興
戦

略
』
の
改
訂
で
は
、
日
本
の
『
稼
ぐ
力
』

つ
ま
り
収
益
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
、

農
業
、
労
働
、
医
療
な
ど
の
分
野
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
た
課

題
の
す
べ
て
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
」

「
今
後
と
も
経
済
界
と
連
携
し
、
経
済
の

好
循
環
を
回
す
こ
と
で
、
日
本
経
済
を
再

生
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
発
言
が

あ
っ
た
。

続
く
懇
談
で
は
、
榊
原
会
長
か
ら
、
�

法
人
税
改
革
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
�
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
）

の
四
つ
の
政
策

課
題
に
つ
い
て
、
経
団
連
の
基
本
的
考
え

方
を
説
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
甘
利
大
臣
は
、
一
点
目
の

法
人
税
改
革
に
関
し
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
税
収
の
上
振
れ
も
活
用
し
つ
つ
、

実
質
的
な
減
税
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要

と
明
言
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
構
造
改

革
の
成
果
は
恒
久
財
源
に
近
い
性
格
が
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

二
点
目
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
し
て

は
、
世
界
一
厳
し
い
安
全
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
原
子
力
発
電
所
は
、
立
地
地
域
の
理

解
を
得
つ
つ
、
再
稼
働
を
順
次
進
め
て
い

く
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
ま
た
、
固
定
価
格

買
取
制
度
に
つ
い
て
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
を
図
り
つ
つ
も
、
買
取
価
格

は
随
時
、
適
正
な
水
準
に
見
直
し
て
い
く

と
の
考
え
を
示
し
た
。

三
点
目
の
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に

つ
い
て
、
来
年
１０
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

１０
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、
安
倍
総
理
が
今

年
７
―
９
月
期
の
経
済
状
況
等
を
慎
重
に

見
極
め
つ
つ
、
年
内
に
判
断
す
る
こ
と
を

説
明
。
ま
た
、
社
会
保
障
給
付
の
重
点
化
・

効
率
化
に
つ
い
て
は
、
医
療
情
報
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
や
「
見
え
る
化
」
を
進
め
る
こ
と
で
、

重
複
受
診
の
削
減
や
健
康
増
進
を
図
り
、

医
療
費
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
述
べ
た
。

四
点
目
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
日
米

間
の
交
渉
は
８
合
目
ま
で
進
展
し
た
こ
と
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
他
の

１０
カ
国
と
の
交
渉
を
重
点
的
に
進
め
て
い

る
こ
と
を
強
調
。
ま
た
、
年
内
の
交
渉
妥

結
が
重
要
と
の
見
方
も
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
経
団
連
側
か
ら
、「
法
人
税

減
税
の
代
替
財
源
に
つ
い
て
は
、
事
業
環

境
の
国
際
的
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の

観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

を
梃
子
と
し
て
、
他
の
経
済
連
携
協
定
の

交
渉
に
つ
い
て
も
、
担
当
大
臣
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
」「
社
会
保
険
料
負
担
の
上
昇

が
企
業
活
動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
税
と
保
険
料
の
一
体
的
見

直
し
が
不
可
欠
」「
人
口
減
少
に
直
面
す

る
日
本
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
の
人
材
を

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
」「
企
業

の
み
な
ら
ず
国
民
、
大
学
な
ど
の
国
際
競

争
力
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
経
済
成
長
を

加
速
す
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」「
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
、
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

に
共
通
す
る
『
ス
マ
ー
ト
化
』
は
、
日
本

の
ブ
ラ
ン
ド
・
強
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
世

界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重

要
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３０―
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五
月
一
五
日
〜
七
月
一
五
日

◆
五
・
二
三

青
年
経
営
者
部
会
平

成
二
六
年
度
定
時
総
会
（
ロ
イ
ヤ

ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
）

◆
五
・
二
六

第
二
回
人
事
労
務
委

員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
九

第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
九

第
三
回
人
事
労
務
委
員

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
一

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
三

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊

岡
コ
ー
ス
）

◆
六
・
一
六

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
〇

第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
〈
第
七
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ

ォ
ー
ラ
ム
〉（
さ
い
た
ま
商
工
会

議
所
会
館
）、
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

（
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
）

◆
六
・
二
五

労
働
セ
ミ
ナ
ー
（
新

都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
）

◆
六
・
三
〇

第
一
回
地
域
社
会
問

題
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
三

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
六

第
四
二
回
埼
玉
県
実
業

団
剣
道
大
会
（
解
脱
錬
心
館
）

◆
七
・
八

第
三
二
期
労
働
法
担
当

者
実
務
講
座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
七
・
九

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
四

労
働
法
担
当
者
実
務

講
座
第
二
講（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

▼
サ
ッ
カ
ー
と
も
関
連
す
る
が
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
昭
和
３９
年
（
１
９
６
４
）
１０
月
１０
日

か
ら
開
催
さ
れ
、
そ
の
年
６
月
１６
日
に

新
潟
地
震
発
生
、
１０
月
１
日
に
は
東
海

道
新
幹
線
開
業
な
ど
と
時
間
の
経
緯
は

早
く
、
５０
年
に
な
る
。
半
世
紀
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
折
に
、
小
生
の
仲
間
が

集
ま
り
「
２
０
１
４
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ

ナ
ー
Ｉ
Ｎ
つ
く
ば
」
を
開
催
し
た
。
日

本
の
最
先
端
技
術
施
設
を
有
す
る
つ
く

ば
市
で
、
今
回
は
『
地
震
と
津
波
』
に

つ
い
て
学
ぼ
う
と
。

▼
特
別
講
演
は
、「
地
殻
変
動
解
析
、

地
震
動
解
析
事
例
紹
介
」
に
つ
い
て
工

学
博
士
の
董
勤
喜
先
生
、「
防
災
教
育

向
け
津
波
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の

活
用
」
に
つ
い
て
は
工
学
博
士
の
朱
日

明
先
生
で
、
参
加
者
は
解
ら
な
い
な
り

に
懸
命
に
耳
を
ダ
ン
ボ
に
し
て
聴
き
入

っ
た
。
そ
の
後
、「
防
災
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
状
と
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
立

造
船
㈱
の
方
か
ら
紹
介
も
あ
っ
た
。

講
演
会
後
の
親
睦
会
で
は
講
師
の
先
生
方
も

参
加
し
て
質
問
攻
め
に
合
う
場
面
も
あ
り
、
翌

日
は
「
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
」
と
銘
打

っ
て
、「
国
土
地
理
院
」（
地
図
と
測
量
の
科
学

館
）、「
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構＝

Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
」（
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
）
を
ガ
イ
ド
の
説

明
を
う
け
な
が
ら
の
見
学
。
参
加
者
か
ら
は
実

に
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
と
好
評
を
得
た

二
日
間
だ
っ
た
。

▼
そ
ん
な
折
に
地
元
の
新
聞
社
か
ら
寄
稿
依
頼

が
あ
り
、
こ
ん
な
記
事
を
。
多
分
、
五
十
年
前

の
六
月
十
六
日
は
、
大
安
吉
日
だ
っ
た
と
思
う
。

何
故
な
ら
ば
、
当
日
、
私
の
父
母
は
村
上
で
結

婚
式
の
仲
人
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。

後
日
談
で
す
が
、
母
は
発
生

時
に
車
に
乗
っ
て
披
露
宴
会
場

に
移
動
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
突
然
、

ズ
シ
ー
ン
と
車
に
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
、
車
か
ら
飛
び

降
り
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、

近
く
の
方
か
ら
「
飛
び
出
し
た

ら
危
険
だ
！
」
と
教
え
ら
れ
車

で
じ
っ
と
し
、『
こ
の
よ
う
な

お
目
出
度
い
日
に
、
車
を
ぶ
つ

け
る
な
ん
て
…
』
と
、
で
も
ラ

ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
車
に

屋
根
の
瓦
が
落
ち
て
き
た
の
は
、

そ
の
直
後
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

悲
惨
な
状
況
を
思
い
出
話
と
し

て
今
語
る
の
は
大
き
な
視
点
の

相
違
で
も
あ
り
、
今
だ
か
ら
こ

そ
将
来
へ
向
け
て
の
教
訓
と
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

「
半
世
紀
を
経
過
し
て
、
太
平
洋
側
に
引
き

ず
ら
れ
た
地
殻
変
動
は
必
ず
ど
こ
か
で
戻
る
で

し
ょ
う
」
し
、「
禍
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
う
言
葉
も
古
く
か
ら
あ
り
ま
す
。
そ

れ
以
上
に
「
神
様
と
自
然
に
は
決
し
て
逆
ら
え

な
い
」
と
。（
一
部
抜
粋
）

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
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よ
り
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ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
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お気軽に
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埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人
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情報の授受
相談など
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企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
一
回
・
第
二
回

第
一
種
・
第
二
種
衛
生

管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座

日
時

【
第
一
回
】
八
月
六
日
�
・
七
日
�
九

時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

【
第
二
回
】
九
月
四
日
�
・
五
日
�
九

時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
〇
二（
八
月
六
日
）、

九
〇
六
（
八
月
七
日
）、
六
〇
三
（
九

月
四
日
・
五
日
）

内
容

出
題
傾
向
分
析
と
合
格
学
習
法
・
関
係

法
令
・
理
解
度
テ
ス
ト
と
解
説
・
労
働

衛
生
・
労
働
生
理
・
有
害
業
務

講
師

㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

臼
井
一

博
氏
（
第
一
回
）

㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

専
任
講
師

中
村
文
彦
氏
（
第
二
回
）

★
第
三
五
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
二
回
集
合
研

修
日
時

八
月
二
五
日
�
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時

四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

チ
ー
ム
づ
く
り
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
・

演
習
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
平
成
二
六
年
度
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

八
月
二
六
日
�
一
四
時
〜
一
六
時
四
〇

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容

ア
セ
ア
ン
主
要
国
の
現
況
と
好
事
例
・

失
敗
事
例
に
み
る
ベ
ト
ナ
ム
進
出
・
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
ポ
イ
ン
ト

講
師

㈱
フ
ォ
ー
バ
ル

海
外
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
グ
ル
ー
プ
長

広
幡
勝
典
氏

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時

八
月
二
八
日
�
九
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
〇
三

内
容

安
全
管
理
・
安
全
教
育
・
危
険
性
ま
た

は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に

基
づ
き
講
ず
る
措
置
等
・
関
係
法
令

講
師

㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

只
野
和

好
氏

★
第
三
五
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
三
回
集
合
研

修
日
時

九
月
八
日
�
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時
四

五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
〇
二

内
容

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
講
義
・
個
人
ワ
ー

ク
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
・
ガ
イ
ダ

ン
ス

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
一
六
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇
二

内
容

Ｉ
Ｏ
Ｅ
が
築
く
企
業
の
未
来
〜
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
も
た
ら
す
企
業
成
長
力
強

化

講
師

シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
合
同
会
社

専
務

執
行
役
員

木
下

剛
氏

★
働
く
女
性
応
援
講
座
（
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推

進
委
員
会
共
催
）

日
時

九
月
一
七
日
�
一
〇
時
〜
一
七
時

会
場

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま

内
容

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

講
師

経
営
研
究
所

染
矢
裕
子
氏

★
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
二
四
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇
二

内
容

強
い
組
織
の
作
り
方
〜
多
様
性
を
生
か

す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講
師

神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授

鈴
木
竜
太
氏

★
第
三
五
次
小
笠
原
洋
上
研
修
洋
上
・
島
内
研

修
日
時

九
月
二
七
日
�
〜
一
〇
月
二
日
�

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
・
研
修
一
二
単
位
・
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
・
現
地
交
歓
会
・
課
外
活
動
ほ

か

研
修
ス
タ
ッ
フ

九
名

★
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
二
九
日
�
一
四
時
〜
一
六
時
三
〇

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

禅
に
学
ぶ�
成
功
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
	

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
取
締
役
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ

認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ

吉
田
有
氏

★
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
一
階
映
像

ホ
ー
ル

内
容
�
悩
み
	
を
手
放
す
こ
と
な
く
真
の
強

さ
を
掴
み
取
る
生
き
方
と
は

講
師

聖
学
院
大
学
学
長
・
東
京
大
学
名
誉
教

授

姜

尚
中
氏

★
理
事
会
・
臨
時
総
会

日
時

一
〇
月
九
日
�
一
四
時
〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

【
理
事
会
・
臨
時
総
会
】
理
事
・
副
会

長
の
選
任
・
平
成
二
六
年
度
上
期
事
業

報
告

【
特
別
講
演
会
】
私
の
経
営
哲
学
〜
人

間
中
心
の
経
営

講
師

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
元
代
表
取
締
役
社
長

松
沢
幸
一
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

ア
キ
ム
㈱

代
表
取
締
役

栗
原

博

坂
戸
市
千
代
田
五
―
三
―
一
七

電
話
〇
四
九
―
二
八
八
―
四
八
九
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
六
一
名

精
密
機
械
製
造
業

㈱
グ
ラ
ン
デ

代
表
取
締
役

志
村

廣
幸

さ
い
た
ま
市
南
区
南
浦
和
一
―
二
三
―
一
二

フ
ジ
モ
ト
ビ
ル
１
Ｆ
―
Ｂ

電
話
〇
四
八
―
八
八
六
―
七
九
〇
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

人
材
派
遣
、
職
業
紹
介

サ
イ
エ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役

福
島

隆

さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
二
―
一
二
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
六
九
―
〇
五
〇
三

（
従
）
一
一
名

学
習
塾
、
英
会
話
学
校
の
経
営
管
理
・
運
営

㈱
埼
玉
シ
ミ
ズ

代
表
取
締
役

清
水

卓
治

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
三
―
一
六
六

電
話
〇
四
八
―
六
三
一
―
二
〇
八
八

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
五
一
名

警
備
業
他

㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ
大
宮
支
店

代
表
取
締
役
社
長

平
澤

繁
樹

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四
―
二
四
二
鐘

塚
ビ
ル
２
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
四
七
―
六
八
五
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
七
〇
名

人
材
派
遣
事
業
、
人
材
紹
介
事
業
、
教
育
研

修
事
業
他

㈱
シ
バ
サ
キ
製
作
所

代
表
取
締
役

柴



猛

大
里
郡
寄
居
町
大
字
桜
沢
一
五
六
〇
―
三
〇

電
話
〇
四
八
―
五
八
一
―
三
〇
〇
一

（
資
）
三
千
六
百
万
円

（
従
）
九
五
名

自
動
車
、
精
密
機
械
部
品
の
製
造

㈱
昭
和
技
研
工
業

代
表
取
締
役

岩
井

崇

北
足
立
郡
伊
奈
町
西
小
針
七
―
二
四

電
話
〇
四
八
―
七
二
八
―
八
三
二
一

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
一
一
二
名

圧
力
回
転
継
手
、
圧
力
屈
折
継
手
、
ボ
ー
ル

継
手
の
製
造
販
売

日
測
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役

森
田

美
弘

日
高
市
大
字
旭
ヶ
丘
六
二
〇
―
一

電
話
〇
四
二
―
九
八
四
―
四
三
三
一

（
資
）
三
千
五
百
万
円

（
従
）
五
〇
名

計
量
・
測
定
・
分
析
・
試
験
機
器
製
造
業
、

環
境
試
験
機
製
造
販
売

〈
代
表
者
変
更
〉

川
口
信
用
金
庫

理
事
長

日
下

義
章
（
旧

会
長

山
口

泰
男
）

埼
玉
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱

代
表
取
締
役
社
長

山
口

雅
行
（
旧

矢
部

正
信
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
川
口
支
店

支
店
長

猪
俣

章
（
旧

中
村

信
也
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
川
越
支
店

執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

中
村

信
也
（
旧

常
務
執
行
役
員
埼
玉
西

地
域
営
業
本
部
長

中
尾

安
志
）

東
京
電
力
㈱
埼
玉
支
店

埼
玉
支
店
長

熊
谷

努
（
旧

塩
川

和
幸
）

日
本
信
号
㈱
久
喜
事
業
所

久
喜
事
業
所
長
兼
品
質
保
証
部
長

坂
井

正
善
（
旧

藤
原

健
）

日
本
ワ
イ
パ
ブ
レ
ー
ド
㈱

取
締
役
社
長

牧

晋
二
（
旧

杉
浦

隆
一
）

東
日
本
旅
客
�
道
㈱
大
宮
支
社

大
宮
支
社
長

淺
見

郁
樹
（
旧

栗
田

敏
寿
）

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

取
締
役
常
務
執
行
役
員

赤
地

文
夫（
旧

相
談
役

椎
名

幹
芳
）

〈
社
名
変
更
〉

コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
ベ
ン
デ

ィ
ン
グ
首
都
圏
第
二
統
括
部

（
旧

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
八
一
号

２
０
１
４
年
７
月
２５
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
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